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日
本
民
法
は
、
「
法
律
行
為
」
（
宛
の
、
三
ｍ
ｍ
の
、
。
颪
『
芹
）
、
「
意
思
表
示
」
（
富
一
一
目
印
円
六
一
時
目
殖
）
と
い
う
概
念
を
ド
イ
ツ
普
通
法
学
か
ら
継

受
し
た
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
薑
法
学
下
で
支
配
し
た
「
意
思
教
説
」
｛
雪
三
：
．
…
）
ｌ
「
法
律
行
為
が
法
的
効
果
を
生
ぜ
し

め
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
決
定
的
根
拠
は
、
表
示
に
よ
っ
て
外
部
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
・
そ
の
よ
う
な
法
的
効
果
を
欲
す
る
と
い
う

（
１
）
 

意
欲
尋
・
二
目
に
腱
か
芯
ら
な
い
」
と
の
墓
ｌ
を
も
継
受
し
、
そ
れ
に
基
つ
い
て
、
意
思
表
示
成
立
の
心
理
的
過
程
に
畷
疵
あ
る

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
四
三

一
問
題
の
所
在

ニ
ド
イ
ッ
法

問
題
の
所
在

強
迫
と
心
裡
留
保

三
日
本
法

四
私
見

村
田

彰
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
強
迫
を
受
け
て
意
思
表
示
を
し
た
者
（
被
強
迫
者
）
は
、
そ
の
意
思
表
示
を
要
素
と
す
る
法
律
行
為
が
一
応
有
効

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
の
意
思
表
示
が
九
六
条
一
項
所
定
の
要
件
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
立
証
し
て
、
そ
の
行
為

を
取
消
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
実
際
、
従
来
の
殆
ど
の
学
説
は
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示
に
関
す
る
事
例
を
九
六
条
の
問
題

と
し
て
処
理
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
異
な
る
法
的
処
理
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
学
説
も
僅
か
な
が
ら
存
在
し
た
。

す
な
わ
ち
、
於
保
教
授
は
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示
が
「
意
思
と
表
示
と
の
不
一
致
に
つ
い
て
表
意
者
に
自
覺
が
あ
る
鮎
で
、
錯
誤
又
は

（
２
）
 

詐
欺
の
場
合
と
異
り
、
心
裡
留
保
又
は
虚
偽
表
示
に
近
い
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
舟
橋
教
授
も
ま
た
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
一
不
の

（
３
）
 

「
多
く
は
、
心
裡
留
保
・
虚
偽
表
一
不
・
稀
に
は
、
錯
誤
の
資
質
を
有
す
る
も
の
」
、
と
述
べ
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
一
不
と
心
裡
留
保
（
な
い

し
虚
偽
表
示
）
と
の
親
近
性
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
強
迫
と
心
裡
留
保
と
の
関
係
を
一
層
詳
細
に
検
討
し
た
学
説
は
未
だ
見
受
け

成
し
た
の
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
四
四

ケ
ー
ス
を
「
意
思
ノ
欠
映
」
と
「
瑠
疵
ア
ル
意
思
表
示
」
と
に
峻
別
す
る
二
元
的
楢
成
を
採
っ
て
い
る
（
日
本
民
法
一
○
一
条
一
項
・
一
二

○
条
二
項
参
照
１
以
下
、
条
数
の
み
を
示
す
）
．
す
な
わ
ち
、
意
思
の
欠
映
の
場
合
に
は
、
表
示
に
対
応
す
る
意
思
が
「
欠
峡
」
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
法
律
行
為
は
「
無
」
に
等
し
い
意
味
で
の
「
無
効
」
（
法
律
上
当
然
に
効
力
を
生
ぜ
ず
、
な
ん
ぴ
と
か
ら
な
ん
ぴ
と
に
対
し
て
で
も
、

且
つ
、
い
か
な
る
期
間
制
限
に
も
服
さ
ず
に
、
主
張
さ
れ
え
、
し
か
も
、
追
認
に
よ
っ
て
遡
及
的
に
治
癒
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
当
然
・
絶
対
且
つ
確
定
の

「
無
効
」
）
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
暇
疵
あ
る
意
思
表
示
の
場
合
に
は
、
表
示
に
対
応
す
る
意
思
が
「
存
在
」
し
て
い
る
か
ら
、
法

律
行
為
は
、
一
応
有
効
に
成
立
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
要
素
た
る
意
思
表
示
に
「
暇
疵
」
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
取
消
し
う
べ
き
も

の
、
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
日
本
民
法
は
、
こ
の
「
意
思
教
説
」
的
構
成
に
基
づ
い
て
、
意
思
の
欠
映
に
属
す
る
の
が
心
裡
留
保
（
九

三
条
）
・
虚
偽
表
示
（
九
四
条
）
・
錯
誤
（
九
五
条
）
、
意
思
表
示
の
瑠
疵
に
属
す
る
の
が
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示
（
九
六
条
）
、
と
構
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ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
従
来
の
殆
ど
の
学
説
は
、
被
強
迫
者
の
心
理
的
状
態
を
十
分
に
顧
慮
す
る
こ
と
も
せ
ず
に
「
強

迫
に
よ
る
心
裡
留
保
」
の
下
で
な
さ
れ
た
法
律
行
為
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
を
論
じ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
強
迫
と
心
裡
留
保
と
の
関
係
を
再
検
討
し
、
そ
の
上
で
、
被
強
迫
者
の
主
観
的
・
心
理
的
状
態
と
の
関
係
で
当

該
の
法
律
行
為
の
効
力
の
あ
り
方
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、
も
し
差
異
を
生
じ
さ
せ
る
と
し
た
ら
、
い
か
な
る
差
異

を
生
じ
さ
せ
る
べ
き
か
、
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
こ
の
問
題
を
比
較
的
活
発
に
議
論
し
て
き
た
の
が
ド
イ
ツ
の
学
説
で
あ

り
、
し
か
も
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
が
日
本
の
学
説
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の

学
説
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。
次
い
で
、
日
本
の
学
説
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
心
裡
留
保
に
関
し
て
は
日
独
両
法
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
制
度
上
の
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
日
本
民
法
上
の
心
裡
留
保
（
九
三
条
）
は
、
ド
イ
ツ
民
法
（
以
下
、
「
Ｂ
Ｇ
Ｂ
」
と
略
称
す
る
）
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
」
（
ｇ
自
国
〒

『
・
ぬ
。
『
ぐ
島
Ｃ
Ｐ
ｍ
・
冒
曰
・
『
ご
Ｃ
『
す
。
富
一
一
）
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
）
と
「
非
真
意
表
示
」
（
己
・
頁
の
曰
の
［
二
島
の
因
量
酢
〔
巨
碩
）
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
八
条
。
日

（
４
）
 

本
で
は
一
般
に
「
譜
護
表
一
不
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
）
と
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
上
の

「
心
裡
留
保
」
と
非
真
意
表
示
と
で
は
、
表
示
が
表
意
者
に
お
い
て
真
に
意
欲
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
点
で
は
共
通
す
る
が
、
後
者
に
お

い
て
は
、
表
意
者
は
「
真
意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
」
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
条
）
い
る
か
ら
、
表
意
者
か
ら
す
る
と
留
保
が
必

ず
し
も
内
心
に
秘
め
ら
れ
て
い
ず
、
し
た
が
っ
て
、
表
意
者
に
欺
岡
の
意
図
は
存
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
前
者
に
お
い
て
は
、
右

の
真
意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
こ
と
の
予
期
が
表
意
者
に
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
結
局
、
表
意
者
は
多
か
れ
少
な
か
れ
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
通
説
に
よ
れ
ば
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
」
も
非
真
意
表
示
も
共
に
心
裡
留
保
規

定
（
九
三
条
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
目
明
視
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
「
悪
質
な
冗
談
」
（
ｇ
の
①
『
、
：
：
）
は

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
四
五
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｛『ｌ〉

Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
前
の
ド
イ
ツ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
」
（
の
『
誤
冒
。
胸
の
。
の
三
目
国
一
『
の
い
の
『
く
自
・
ロ
）
は
強
迫
に
よ
ら
な
い

（（５） 

「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
お
け
る
と
同
様
に
法
的
に
は
顧
慮
さ
れ
な
い
、
．
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
意
思
主
義
を
採
る
学

（ｑ）） 

説
中
の
殆
ど
の
学
説
は
、
「
強
い
ら
れ
て
い
る
と
し
て
▲
公
）
欲
し
て
い
る
」
と
説
く
パ
ウ
ル
ス
の
見
解
に
従
っ
て
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示

の
場
合
に
は
意
思
と
表
示
と
が
一
致
し
て
い
る
と
し
て
表
示
ど
お
り
に
効
力
を
持
た
せ
、
被
強
迫
者
の
た
め
に
対
抗
手
段
を
付
与
し
よ
う

（
、
）

と
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
の
四
ぐ
】
ぬ
ご
］
は
、
『
ロ
ー
マ
法
体
系
第
一
一
一
巻
』
第
一
一
一
章
「
法
律
関
係
の
発
生
と
消
滅
」
の
中
の
「
意
思
表
示

（
Ⅱ
）
 

１
－
－
錯
誤
と
強
制
」
に
お
い
て
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示
の
場
合
に
は
「
選
択
の
自
由
、
‐
し
た
が
っ
て
、
被
強
迫
者
の
意
思
が
実
在
し
、

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
四
六

「
心
裡
留
保
」
規
定
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
）
の
適
用
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
「
軽
い
冗
談
」
（
、
具
の
『
の
Ｓ
の
『
国
）
は
「
非
真
意
表
示
」
規
定

（
５
）
 

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
一
八
条
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
日
独
両
法
は
、
心
裡
留
保
に
関
し
て
制
度
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
に
規

定
す
る
本
来
的
な
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
を
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
と
非
真
意
表
示
と
を
包
含
す
る
日
本
民
法

九
三
条
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
」
を
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
あ
る
い
は
単
に
心
裡
留
保
、
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ

う
し
て
、
こ
の
よ
う
に
概
念
規
定
し
て
お
く
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
て
日
本
法
と
比
較
す
る
際
に
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
日

本
法
の
下
で
も
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
と
「
非
真
意
表
示
」
と
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
だ
と
す
る
学
説
を
参
照
す
る
際
に
も
有
用
で
あ

（
６
）
 

る
、
と
思
わ
れ
る
。

ド
イ
ツ
法

Hosei University Repository



意
思
表
示
…
…
の
単
な
る
み
せ
か
け
の
存
在
で
な
い
現
実
の
存
在
を
、
そ
れ
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
法
律
効
果
と
と
も
に
、
た
め

（
吃
）

ら
わ
ず
に
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
一
水
を
有
効
視
し
た
上
で
、
強
迫
の
不
道
徳
性
に
対
す
る
対
抗
手

（
川
）

段
と
し
て
特
殊
な
訴
一
え
・
他
者
か
ら
の
訴
え
に
対
す
る
抗
弁
お
よ
び
原
状
回
復
請
求
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
こ
の
対

抗
手
段
と
し
て
被
強
迫
者
に
取
消
権
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
一
一
一
条
一
項
）
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
「
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
」
を
意
思
と
表
示
と
の
不
一
致
（
意
思
欠
峡
）
と
し
て
処
理
し
な
い
の
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
前
の

ド
イ
ツ
の
通
説
で
あ
り
、
の
胃
碕
昌
も
ま
た
、
強
迫
の
場
合
に
は
意
思
と
表
示
と
が
一
致
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方

に
お
い
て
、
の
四
ぐ
｛
ぬ
弓
は
、
「
ロ
ー
マ
法
体
系
第
三
巻
』
第
一
一
一
章
の
中
の
「
意
思
表
一
本
１
１
意
思
な
き
表
示
。
意
図
的
な
表
示
」
に
お
い

て
、
「
意
思
と
表
示
と
の
不
一
致
は
、
そ
れ
が
行
為
者
と
直
接
に
接
触
す
る
者
に
と
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
か
認
識
可
能
で
あ
る
、
し
た

（
Ⅱ
）
 

が
っ
て
、
そ
れ
が
行
為
者
の
単
な
る
思
惟
と
関
わ
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
の
み
承
認
さ
れ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
も

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
の
画
く
狩
昌
は
、
意
思
表
示
の
一
一
一
要
素
と
し
て
意
思
自
体
・
意
思
の
表
示
お
よ
び
意
思
と
表
示
と
の

（
旧
）

一
致
を
挙
げ
た
上
で
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
場
ム
ロ
に
は
意
思
と
表
示
と
の
不
一
致
が
相
手
方
に
認
識
さ
れ
ま
た
は
認
識
さ
れ
う
る
場

（
胴
）

（
灯
）

合
に
限
り
無
効
視
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
の
座
く
】
、
こ
の
影
響
を
受
け
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
は
成
立
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
成

立
後
は
、
強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
‐
｜
を
行
為
の
相
手
方
が
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
同
条
二
文
を
適
用
し
て
そ
の
行
為
を
無
効

視
す
る
学
説
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
を
同
一
一
六
条
二
文
適
用

説
と
同
一
二
三
条
適
用
説
と
に
大
別
し
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
四
七
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（
釦
）

近
時
、
こ
の
立
場
を
採
る
学
説
は
、
ロ
｝
８
の
『
、
津
の
曰
己
呂
⑫
、
国
巨
曰
の
、
【
『
ロ
ョ
の
『
、
因
の
命
の
『
曰
の
亘
お
よ
び
］
凹
巨
の
『
已
晒
等
々
で
あ
る
。

例
え
ば
、
国
の
【
の
『
日
の
三
は
、
「
一
一
六
条
二
文
は
、
表
意
者
が
社
会
的
ま
た
は
道
徳
的
な
強
制
を
受
け
た
場
合
に
、
表
示
の
相
手
方
が
表

（
皿
）

意
者
の
か
か
る
強
制
状
態
を
奇
貨
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
規
定
で
あ
る
」
、
と
述
べ
る
。
ま
た
、
□
一
一
・
百
の
Ｈ
は
、
被
強
迫
者
の

「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
が
表
示
受
領
者
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
一
一
六
条
一
文
に
よ
っ
て
有
効
で
あ
る
が
一
二
三
条
に
よ
っ
て
取

消
可
能
、
被
強
迫
者
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
が
表
示
受
領
者
に
知
ら
れ
た
場
合
に
は
一
一
六
条
二
文
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
、
と
主

（
理
）

張
Ｉ
）
、
そ
う
し
て
、
「
特
に
取
消
権
の
期
間
制
限
を
考
え
る
と
、
無
効
視
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
表
意
者
の
一
層
の
保
護
に
な
る
」
、
と

述
べ
て
、
後
述
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
二
三
条
適
用
説
を
批
判
す
る
。

以
上
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
一
一
文
と
同
一
一
一
三
条
と
が
競
合
す
る
場
合
に
お
い
て
同
一
一
六
条
二
文
の
適
用
を
優
先
す
る
学
説
を
概
観
し

こ
の
学
説
は
、
表
意
者
が
強
迫
を
受
け
て
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
表
示
を
な
し
た
場
合
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
一
文
に
よ
り

有
効
と
な
る
が
、
同
一
二
三
条
に
よ
り
取
消
可
能
、
た
だ
し
、
相
手
方
が
表
意
者
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は

同
一
一
六
条
二
文
に
よ
り
無
効
、
と
解
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
学
説
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
施
行
後
そ
れ
ほ
ど
経
過
し
て
い
な
い
時
期
に
登
場

〈
肥
）

し
た
学
説
に
お
い
て
比
較
的
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
立
場
を
採
る
そ
の
当
時
の
学
説
を
見
る
と
、
取
消
が
有
効
な
行

為
を
前
提
と
す
る
以
上
無
効
な
行
為
は
論
理
的
に
取
消
さ
れ
え
な
い
、
あ
る
い
は
、
瑠
疵
の
強
い
方
は
暇
疵
の
弱
い
方
を
吸
収
す
る
、
と

（
旧
）

い
う
の
が
こ
の
学
説
の
論
拠
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
意
思
欠
映
を
理
由
と
す
る
無
効
は
強
迫
を
理
由
と
す
る
取
消
に
優
先
す
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

ｌ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
二
文
適
用
説

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
四
八
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こ
の
学
説
は
、
「
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
」
の
事
例
に
つ
い
て
強
迫
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
三
条
を
適
用
す
る
。

ま
ず
、
【
Ｃ
冨
円
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
禁
止
す
る
倫
理
的
内
容
は
「
汝
は
他
者
を
欺
岡

す
べ
き
で
な
い
」
ｅ
口
の
。
一
一
切
己
の
ロ
ン
己
の
ヨ
コ
ー
Ｃ
言
国
巨
⑪
。
冒
口
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
強
迫
を
受
け
た
場
合
に
は
欺
岡
は
防
衛
と
し
て

許
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
欺
岡
は
、
自
己
決
定
の
聖
域
に
他
者
が
入
り
込
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
正
当
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
純
粋
な

緊
急
避
難
で
あ
り
、
暴
力
に
よ
る
緊
急
避
難
と
同
様
に
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
迫
に
よ
っ
て
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ

（
別
）

に
基
づ
く
意
思
表
示
を
な
し
た
場
〈
ロ
、
そ
の
行
為
は
無
効
と
な
ら
な
い
が
、
強
迫
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
【
○
三
の
『
は
「
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
」
に
対
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
一
一
一
条
を
適
用
す
る
の
だ
が
、
【
Ｃ
亘
の
Ｈ
が
こ
こ
で
問
題
に
し

て
い
る
「
心
裡
留
保
」
は
、
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
い
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
○
の
『
芹
曰
目
口
は
、
強
迫
に
よ
り
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
基
づ
く
意
思
表
示
を
な
し
た
場
合
に
こ
れ
を
不
道
徳
な
も
の
で
な

い
と
し
て
か
か
る
表
示
を
有
効
視
す
る
【
Ｃ
匡
円
の
右
の
学
説
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
一
文
の
文
言
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、

強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
効
果
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
三
条
に
よ
っ
て
取
消
可
能
と
構
成
す
る
理
由
を
【
。
こ
の
Ｈ
が
十
分
に
示
し
て

い
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
、
○
の
耳
目
四
目
は
、
強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
効
果
を
取
消
と
す
れ
ば
強
迫
の
要
件
を
立
証
し

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
四
九

た
が
、
こ
の
学
説
の
論
拠
は
、
無
効
な
行
為
は
取
消
さ
れ
え
な
い
、
と
か
、
表
意
者
の
受
け
る
強
迫
状
態
を
行
為
の
相
手
方
に
利
用
さ
せ

る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
、
と
か
、
取
消
よ
り
も
無
効
の
方
が
表
意
者
は
保
護
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
し
て
、
］
目
の
曰
碕

（
鋼
）

に
よ
れ
ば
、
〈
▽
日
、
こ
の
学
説
は
支
配
的
学
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

２
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
三
条
適
用
説
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罵
已
の
に
よ
れ
ば
、
意
思
と
表
示
の
一
致
を
要
求
す
る
意
思
主
義
が
意
思
表
示
の
有
効
要
件
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
①
行
為
意
思

（
国
の
威
一
］
ぬ
ロ
ゴ
鴨
且
一
一
の
）
、
②
表
示
の
意
義
（
意
味
お
よ
び
内
容
）
を
欲
す
る
意
思
、
③
法
律
効
果
を
欲
す
る
意
思
（
効
果
意
思
）
の
三
要
件
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
ず
、
行
為
意
思
は
、
身
体
的
行
為
そ
の
も
の
に
対
す
る
意
思
で
あ
り
、
こ
れ
な
し
に
は
そ
も
そ
も
法
律
の
意
味
す
る

畑
に
見
る
こ
と
と
す
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
五
○

さ
え
す
れ
ば
よ
い
が
、
無
効
と
す
る
と
更
に
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
立
証
の
観
点
か
ら
、
強

（
顕
）

迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
つ
い
て
同
一
二
一
一
一
条
を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

次
に
、
函
。
Ｅ
の
『
は
、
被
強
迫
者
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
り
強
迫
者
に
対
し
て
意
思
表
示
を
し
た
場
合
、
｜
般
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
強
迫
さ
れ
た
表
示
で
あ
る
と
の
強
迫
者
の
認
識
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二

六
条
一
一
文
に
よ
り
無
効
と
な
る
は
ず
だ
が
、
強
迫
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
別
に
一
二
三
条
を
用
意
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

（
妬
）

同
一
一
六
条
一
一
文
で
は
な
く
し
て
強
迫
に
関
す
る
同
一
二
一
一
一
条
に
よ
っ
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
更
に
、
Ｚ
『
の
一
目
□
は
、

強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
場
合
に
被
強
迫
者
に
取
消
権
の
み
を
付
与
す
る
こ
と
に
す
る
な
ら
、
同
一
二
三
条
に
従
っ
て
披

く
幻
）

強
迫
者
は
そ
の
意
思
表
示
を
有
効
に
さ
せ
る
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
る
。
そ
う
し
て
、
産
山
『
（
も
ま
た
、
か
か
る

場
合
に
同
一
二
三
条
を
適
用
し
て
そ
の
意
思
表
示
を
有
効
に
さ
せ
る
か
否
か
を
被
強
迫
者
に
選
択
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
、
ま
た
、
強
迫
者

が
自
己
の
強
迫
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
表
意
者
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
そ
う
で
な
い

（
鋼
）

と
す
る
と
そ
の
意
思
表
一
不
を
無
効
に
す
る
か
否
か
の
選
択
を
強
迫
者
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
述
べ
る
。

以
上
の
学
説
の
い
ず
れ
も
が
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
た
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
）
を
問
題
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

（
鋤
）

欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
い
な
い
心
裡
留
保
を
も
問
題
と
す
る
の
は
国
の
ロ
ー
⑦
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
函
の
ロ
ー
①
の
学
説
を
少
し
く
詳
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ま
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
一
文
は
、
国
の
己
の
に
よ
れ
ば
、
表
意
者
が
法
律
効
果
を
惹
起
す
る
こ
と
に
向
け
て
表
示
し
て
い
る
が
、
法
律

効
果
を
欲
せ
ず
、
し
か
も
、
欲
し
な
い
こ
と
を
内
心
に
留
保
し
て
い
る
、
と
い
う
場
合
（
「
本
来
の
心
裡
留
保
」
ご
鳥
目
二
】
ｎ
ゴ
⑦
ど
の
貝
＆
『
の
ｍ
の
『
く
山
「

（
釦
）

丘
・
ロ
雪
、
本
稿
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
）
に
の
み
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
（
本
来
の
心
裡
留

保
）
の
無
顧
慮
は
、
意
思
と
表
示
の
一
致
を
要
求
す
る
意
思
主
義
か
ら
は
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
外
と
し
て
位

（
釦
）

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
四
の
ご
｝
の
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
ご
と
く
効
果
意
思
が
意
思
表
示
の
有
効
要
件
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
、

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
五
一

説
明
す
る
。

意
思
表
示
と
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
当
然
に
必
要
な
も
の
と
さ
れ
る
。
次
に
、
表
示
の
意
義
を
欲
す
る
意
思
は
、
意
思
の
発
表
を
欲
す
る

意
思
で
あ
り
、
意
思
の
発
表
を
欲
す
る
意
思
が
行
為
の
結
果
す
な
わ
ち
表
意
者
の
行
為
の
効
果
を
欲
す
る
意
思
で
あ
る
か
ら
、
効
果
意
思

（
向
『
［
。
］
頤
の
菖
｝
の
）
で
あ
り
、
表
示
意
思
（
因
『
息
『
目
的
当
一
一
一
の
）
と
呼
ば
れ
る
の
が
最
も
相
応
し
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
意
思
は

■
の
巳
の
に
お
い
て
も
必
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
意
思
表
示
は
意
思
の
表
示
で
あ
っ
て
法
律
効
果
に
対
す
る
表
意
者
の
心
理

作
用
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
解
す
る
学
説
（
患
ゴ
ー
の
は
こ
の
学
説
を
。
「
『
の
コ
ワ
貰
目
胸
の
岳
の
・
口
の
と
呼
称
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
関
係

が
効
果
意
思
と
解
さ
れ
る
の
で
、
法
律
効
果
を
欲
す
る
意
思
（
効
果
意
思
）
は
、
表
意
者
の
現
実
の
意
思
で
な
く
し
て
外
部
に
表
示
さ
れ

た
意
思
す
な
わ
ち
表
示
上
の
効
果
意
思
（
の
烏
辱
図
舅
一
一
の
）
と
一
般
に
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
意
思
と
表
示

と
の
一
致
を
要
求
す
る
意
思
主
義
か
ら
は
、
効
果
意
思
は
当
然
に
必
要
な
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
函
の
己
の
に
よ
れ
ば
、
意
思
表
示
と

は
、
意
思
の
表
示
で
も
法
律
効
果
に
対
す
る
表
意
者
の
心
理
作
用
を
発
表
す
る
も
の
で
も
な
く
し
て
、
法
律
効
果
を
惹
起
す
る
処
分
的
表

示
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
ロ
ｇ
ｏ
印
『
【
】
・
口
の
ｇ
の
。
【
】
の
）
。
し
た
が
っ
て
、
国
の
ロ
一
の
に
よ
れ
ば
、
効
果
意
思
は
不
要
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
う
し
て
、
四
の
巳
の
は
、
以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
次
の
よ
う
に
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法学志林第九十八巻第二号（魂）
一
一
五
一
一

例外でなくして自明なことであるとされる。（塑
次
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
一
一
文
の
規
定
は
、
同
条
一
文
を
例
外
規
定
と
解
す
る
立
場
（
意
思
主
義
）
か
ら
は
基
本
原
則
（
「
意
思
教
説
」
）

に
立
ち
帰
っ
た
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
餌
の
巳
の
に
よ
れ
ば
、
○
［
［
の
：
閂
目
的
⑫
岳
の
。
『
一
の
に
刻
印
さ
れ
た
意
思
主
義

（
鍵
）

が
支
配
的
で
あ
っ
た
「
過
去
の
遺
物
」
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
西
の
口
｝
の
は
、
表
示
受
領
者
が
表
意
者

の
悪
質
な
冗
談
を
知
っ
て
表
意
者
の
態
度
を
笑
う
か
そ
の
態
度
に
憤
慨
し
た
場
合
、
表
意
者
に
お
い
て
同
条
一
一
文
に
従
っ
て
言
質
を
と
ら

（
弱
）

れ
な
い
で
す
む
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
の
ロ
］
の
は
、
同
条
二
文
の
適
用
範
囲
を
本
来
の
心
裡
留
保

（
鉛
）

（
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
）
の
場
ム
ロ
に
限
る
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。

以
上
の
と
お
り
、
西
目
一
の
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
の
適
用
を
受
け
る
の
は
、
本
来
の
心
裡
留
保
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
う
し

て
、
相
手
方
に
知
ら
れ
た
本
来
の
心
裡
留
保
は
強
迫
に
際
し
て
も
生
じ
う
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
本
来
の
心
裡
留
保
が
生
じ
る

事
例
は
稀
で
あ
り
、
相
手
方
が
本
来
の
心
裡
留
保
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
事
例
は
更
に
稀
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
事
例
が
稀
で
な

い
と
し
て
も
、
本
来
の
心
裡
留
保
の
場
合
に
は
表
意
者
が
表
示
し
た
旨
を
欲
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
内
心
に
留
保
し
て
い
る
以
上
、

強
迫
と
本
来
の
心
裡
留
保
と
が
必
然
的
に
同
時
に
生
じ
る
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
因
の
巳
の
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
せ
ず
、
し
か
も
、
欲
し
て
い
な
い
こ
と
を
内
心
に
留
保
も
し
て
い
な
い
、

（
鋤
）

と
い
う
場
合
が
あ
る
と
し
、
か
か
る
場
合
を
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
（
冨
目
の
一
瞬
：
三
●
す
の
三
の
ロ
国
一
『
の
い
の
『
ぐ
貝
一
・
コ
凄
）
と
呼
称
す
る
。
そ
う

し
て
、
「
強
迫
さ
れ
た
心
裡
留
保
」
（
蟇
の
『
：
目
碩
の
。
の
三
の
。
一
四
一
『
の
、
の
『
く
目
。
ｐ
震
）
は
、
本
来
の
心
裡
留
保
の
問
題
と
し
て
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ

て
き
た
が
、
四
の
己
の
に
よ
れ
ば
、
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
の
一
事
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
強
迫
と
本
来
で
な
い
心
裡
留

保
と
の
関
係
に
関
す
る
国
の
巳
の
の
見
解
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
西
の
己
の
に
よ
れ
ば
、
表
意
者
は
、
法
律
効
果
を
欲
し
て
い
な
い
が
、
欲
し
て
い
な
い
こ
と
が
表
意
者
の
内
心
に
留

（
銘
）

保
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
一
事
例
と
し
て
強
迫
の
場
〈
ロ
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
強
迫
を
受
け
た
表
意

（
胡
）

者
は
、
法
律
効
果
を
欲
し
て
い
る
の
で
な
く
し
て
そ
の
法
律
効
果
に
消
極
的
で
あ
る
か
少
な
く
と
も
ど
う
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
出
目
｝
の
は
、
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
た
本
来
の
心
裡
留
保
で
す
ら
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
一
文
に
よ
っ
て
無
効
と

な
ら
な
い
以
上
、
強
迫
さ
れ
た
心
裡
留
保
を
含
む
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
の
場
合
に
は
、
「
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を

欲
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
こ
と
は
な
い
」
（
自
己
の
言
一
一
の
口
の
の
『
丙
一
凹
目
口
頒
】
の
｛
員
、
胃
口
の
呂
巴
ワ
ロ
】
Ｃ
言
い
急
の
一
］
・
の
円
陣
丙
犀
の
目
の

（
蛆
）

（
机
）

：
⑪
回
『
震
１
の
ロ
」
・
江
且
｝
】
・
裏
）
、
と
し
て
、
同
条
一
文
が
当
然
に
類
推
適
用
さ
れ
る
、
と
主
張
す
る
。

次
に
、
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
二
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
国
の
こ
の
の
主
張
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
条
二
文
は
、
餌
の
巳
の
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
心
裡
留
保
の
場
合
に
限
り
適
用
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
本

来
で
な
い
心
裡
留
保
が
同
条
二
文
の
類
推
適
用
を
受
け
る
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
○
篇
目
日
日
ロ
鴨
昏
の
○
国
①

に
お
い
て
は
、
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
法
律
効
果
を
欲
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
、
表

意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
単
に
欲
し
て
い
な
い
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
の
場
合
に
お
い
て
も
、
相
手
方
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
き

に
は
同
条
一
一
文
が
類
推
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
同
条
二
文
と
同
一
二
一
一
一
条
と
の
抵
触
の
問
題
は
不
可
避
で
あ
る
、
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
国
の
己
の
に
よ
れ
ば
、
意
思
表
示
が
法
律
効
果
を
惹
起
す
る
処
分
的
表
示
と
解
さ
れ
る
の
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
一
六
条
一
文
は

適
切
な
規
定
で
あ
る
が
、
同
一
一
六
条
二
文
は
、
意
思
ド
グ
マ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
情
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
う
る
例
外

的
規
定
で
あ
る
か
ら
、
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
に
は
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
主
張
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
の
ゴ
ー
の
の
主
張
は
次
の
と
お
り
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
三
条
に
規
定
す
る
強
迫
と
同
一
一
六
条
二
文

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
五
三
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以
上
、
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
に
つ
い
て
同
一
二
三
条
を
適
用
す
べ
き
だ
と
す
る
学
説
を
概
観
し
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
学
説
は
、
そ

の
論
拠
と
し
て
、
強
迫
を
受
け
た
場
合
の
欺
岡
は
許
さ
れ
て
強
迫
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
、
と
か
、
強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭

義
こ
の
効
果
を
取
梢
と
す
れ
ば
強
迫
の
要
件
を
立
証
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
が
、
無
効
と
す
る
と
更
に
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
か
、
強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
場
合
に
は
法
律
が
用
意
し
て
い
る
規
定
〈
同
一
二
三
条
）
を
適
用

す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
頭
目
一
の
は
、
「
心
裡
留
保
」
を
二
つ
の
類
型
に
分
け
た
上
で
、
強
迫
と
本
来
の

「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
と
の
関
係
が
偶
然
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
強
迫
と
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
と
の
関
係
は
必
然
で
あ
る
と
し
、
そ
う

し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
、
同
一
一
六
条
一
文
と
同
一
二
三
条
と
が
競
合
す
る
が
、
表
意
者
は
強
迫
を
理
由
と
し
て
そ
の
法
律
行
為
を
取

消
し
う
る
、
と
主
張
す
る
。

（
樋
）

‐
と
い
う
の
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
五
四

に
規
定
す
る
本
来
の
心
裡
留
保
と
が
同
時
に
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
無
効
を
惹
起
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
偶
然
で

あ
っ
て
必
然
的
で
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
強
迫
を
受
け
た
表
意
者
が
強
迫
者
自
身
ま
た
は
悪
意
の
第
三
者
に
対
し
て
意
思
表
示
を
な
し

た
場
合
に
は
、
強
迫
と
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
と
が
同
時
に
生
じ
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
、
表
示
は
、
無
効
と

な
ら
な
い
で
、
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
強
迫
を
理
由
と
し
て
一
二
一
一
一
条
に
よ
り
取
消
さ
れ
う
る
、

次
に
、
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
日
本
の
学
説
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
で
は
、
「
心

三
日
本
法
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こ
の
学
説
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
二
文
適
用
説
に
相
当
す
る
。

ま
ず
、
法
典
調
査
会
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
る
梅
博
士
は
、
強
盗
の
場
合
に
は
、
「
被
害
者
二
譲
渡
ノ
意
思
ナ
キ
コ
ト
ヲ
前
提
ト
ス
ル

ヵ
故
一
一
（
然
ラ
ス
ン
ハ
恐
喝
取
財
卜
爲
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
）
其
意
思
表
示
ハ
無
效
ナ
リ
而
シ
テ
強
盗
〈
被
害
者
二
譲
渡
ノ
意
思
ナ
キ
コ
ト
ヲ
知

（
伯
）

リ
得
へ
キ
モ
ノ
ト
視
ル
ヘ
キ
ヵ
故
二
第
九
十
三
条
但
書
ノ
規
定
ニ
依
り
同
条
本
文
ノ
適
用
ナ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
、
と
述
べ
て
、
「
一
橿
思
ノ
欠

（
帆
）

鋏
」
を
理
由
と
し
て
九
三
条
但
書
を
適
用
す
る
。
そ
う
し
て
、
岩
田
博
士
も
ま
た
、
「
強
迫
を
免
れ
る
爲
に
爲
す
『
心
に
も
な
き
意
思
表

示
」
（
ぐ
】
の
８
日
□
巳
⑪
弓
囚
）
は
強
迫
に
因
る
意
思
表
示
か
否
か
疑
ひ
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
強
盗
に
金
を
輿
へ
る
行
爲
の
如
き
で
あ
る
。
此
の

場
合
に
於
い
て
は
金
を
輿
へ
る
意
思
な
く
し
て
外
見
上
の
行
爲
を
爲
す
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
意
思
決
定
に
基
い
て
贈
與
を
爲
す
場
合
と

は
Ｅ
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
此
の
場
合
は
強
迫
に
因
る
意
思
表
示
で
は
な
く
、
其
の
表
見
上
の
意
思
表
示
は
心
裡
留
保
の
規
定

（
縞
）

（
九
三
）
に
従
っ
て
無
效
で
あ
る
」
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
学
説
は
、
表
意
者
が
意
思
決
定
の
自
由
を
全
く
奪
わ
れ
た
状
態

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
五
五

裡
留
保
（
狭
義
）
」
が
悪
意
の
相
手
方
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
無
効
と
な
り
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
二
文
）
、
非
真
意
表
示
が
常
に
無
効
と
な

る
の
に
対
し
て
（
同
一
一
八
条
１
１
た
だ
し
、
表
意
者
は
、
同
一
二
二
条
に
よ
り
善
意
・
無
過
失
の
者
に
対
し
て
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
負
う
）
、
日

本
で
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
と
非
真
意
表
示
と
を
包
括
す
る
意
味
で
の
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
が
一
括
し
て
規
定
さ
れ
（
九
三
条
本

文
）
、
し
か
も
、
「
相
手
方
ヵ
表
意
者
ノ
真
意
ヲ
知
り
又
ハ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
其
意
思
表
示
ハ
無
効
ト
ス
」
（
同
条
但
書
）
と

規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
た
る
と
非
真
意
表
示
た
る
と
を
問
わ
ず
、
悪
意
の
み

な
ら
ず
有
過
失
の
相
手
方
と
の
関
係
に
お
い
て
も
無
効
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

１
九
三
条
但
書
適
用
説
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と
こ
ろ
で
、
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
の
効
力
に
関
し
て
、
穂
積
（
重
）
博
士
が
九
三
条
但
書
適
用
説
の
立
場
か
ら
こ
の
問
題
に
詳
し
く

触
れ
て
い
る
の
で
、
同
博
士
の
学
説
を
こ
こ
で
少
し
く
詳
細
に
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
同
博
士
は
、
意
思
表
示
の
要
素
と
し
て
、
「
重
大
な
暇
疵
の
な
い
目
的
意
思
」
、
「
目
的
意
思
を
表
示
し
よ
う
と
す
る
意
思
」

（
網
）

（
「
表
示
意
思
」
）
お
よ
び
「
表
一
不
行
爲
」
を
挙
げ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
目
的
意
思
」
と
は
「
或
結
果
を
惹
起
し
た
い
と
云

ふ
欲
望
」
で
あ
り
、
法
律
効
果
を
欲
す
る
意
思
が
直
接
に
目
的
意
思
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
法
律
効
果
意
思
が
付
随
的
で
あ
っ
て
も

伴
っ
て
い
る
な
ら
ば
目
的
意
思
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
博
士
は
、
意
思
と
表
示
と
の
不
一
致
を
「
目
的
意
思
と

論
拠
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
強
迫
」

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
五
六

で
「
意
思
表
示
」
を
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
「
意
思
表
示
」
を
要
素
と
す
る
法
律
行
為
を
九
三
条
但
書
に
従
っ
て
無
効
視
す
る
。

次
に
、
法
典
調
査
会
起
草
委
員
を
補
助
し
た
松
波
・
二
保
・
仁
井
田
の
三
氏
の
手
に
よ
る
『
帝
国
民
法
正
解
第
壷
巻
』
は
、
「
表
意
者

。
。
◎

力
強
迫
ヲ
受
ク
ル
ー
一
富
リ
一
時
害
悪
ヲ
避
ケ
ン
カ
爲
〆
詐
リ
テ
其
興
意
二
非
サ
ル
意
思
表
示
ヲ
爲
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
九
十
一
一
一
條
ノ
適
用
ヲ

生
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
〔
九
六
〕
條
ノ
適
用
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
要
ス
ル
一
一
本
〔
九
六
〕
條
ハ
表
意
者
ヵ
強
迫
ヲ
受
ケ
タ
ル
ヵ

（
欄
｝

爲
〆
賞
際
意
思
表
一
ホ
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
決
意
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ノ
ミ
其
適
用
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ト
調
う
可
キ
ナ
リ
」
（
・
は
原
文
）
、
と
述
べ

て
、
強
迫
に
よ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
場
合
に
は
九
三
条
を
適
用
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、
嘉
山
説
は
、
「
強
迫
一
一
因

ル
心
裡
留
保
（
回
目
箸
目
、
の
ロ
の
三
の
ご
画
一
『
の
い
の
『
く
四
二
・
コ
）
モ
亦
非
眞
意
ノ
意
思
表
示
ナ
ル
カ
故
二
第
九
十
一
一
一
條
ノ
適
用
ア
リ
従
テ
其
本
文
二

當
ル
場
合
ニ
ハ
有
效
ニ
シ
テ
其
強
迫
二
因
ル
意
思
表
示
ナ
ル
黙
一
一
於
テ
第
九
十
六
條
二
依
り
取
消
シ
得
へ
キ
モ
ノ
ナ
リ
又
右
ノ
意
思
表
示

力
第
九
十
三
條
但
書
二
富
ル
場
合
ハ
無
效
ニ
シ
テ
無
效
ノ
行
爲
ハ
取
消
シ
得
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
強
迫
二
因
ル
意
思
表
示
ナ
ル
ノ
故

〈
唖
）

ヲ
以
テ
第
九
十
六
條
二
依
り
之
ヲ
取
消
ス
コ
ト
不
可
能
ナ
リ
」
、
と
述
べ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
二
文
適
用
説
と
同
じ
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張
す
る
。

し
て
表
示
さ
れ
た
所
と
内
心
的
目
的
意
思
と
が
違
ひ
、
ま
た
は
内
心
的
目
的
意
思
が
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、
か
か
る
意
思
表
示
を

「
非
眞
意
表
示
」
と
呼
称
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
「
非
眞
意
表
示
」
を
二
分
し
て
、
表
意
者
が
そ
の
不
一
致
を
知
ら
な
い
場
合
を
「
錯

誤
」
、
知
っ
て
い
る
場
合
を
「
虚
億
表
示
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
す
る
。
更
に
ま
た
、
「
虚
億
表
示
」
を
二
分
し
て
、
相
手
方
と
通
謀
し
て

い
る
場
合
を
「
通
謀
虚
偽
表
示
」
、
相
手
方
と
通
謀
し
て
い
な
い
場
合
を
「
単
騎
虚
偽
表
示
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
し
、
こ
の
う
ち
の
「
単

濁
虚
億
表
示
」
を
「
相
手
方
が
之
を
眞
意
の
表
示
と
恩
ふ
で
あ
ろ
う
と
云
ふ
こ
と
が
豫
期
さ
れ
る
場
合
」
（
本
稿
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保

（
狭
義
）
」
）
と
「
相
手
方
も
亦
之
を
眞
意
の
表
示
と
は
恩
ふ
ま
い
と
豫
期
さ
れ
る
場
合
」
と
に
分
け
、
後
者
を
「
譜
諺
表
示
」
（
本
稿
に
い
わ

（
伯
）

ゆ
る
「
非
真
意
表
一
不
」
）
と
呼
称
す
る
。
そ
う
し
て
、
同
博
士
は
、
「
第
九
三
條
は
眞
意
の
表
示
で
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
は
十
分
明
白
で
な

（
釦
）

い
場
合
の
規
定
と
見
、
眞
意
の
表
一
水
で
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
明
白
な
意
思
表
示
は
該
〔
九
三
〕
條
に
か
か
わ
ら
ず
當
然
無
效
」
、
と
主

同
博
士
は
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
強
迫
を
受
け
た
者
が
こ
と
さ
ら
に
眞
意
で
な
い
意
思
表
示
を
し
た
場
合
」
に
つ
い
て
、

「
強
迫
に
よ
る
目
的
意
思
の
決
定
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
嚴
格
に
言
ふ
と
第
九
六
條
の
問
題
で
は
な
く
て
第
九
三
條
の
問
題
な
の
だ
が
、

そ
れ
で
は
不
釣
合
も
甚
し
い
か
ら
、
第
九
六
條
一
項
と
第
九
三
條
但
書
と
を
併
せ
て
適
用
す
る
の
が
よ
か
ら
》
っ
。
即
ち
強
迫
者
が
意
思
表

示
の
虚
偽
な
る
こ
と
を
知
っ
て
居
る
場
合
に
は
其
意
思
表
示
は
無
效
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
其
意
思
表
示
は
取
消
し
得
べ
き
も
の
、
と
い

ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
う
解
鐸
す
る
に
つ
い
て
は
、
第
九
三
條
本
文
に
『
其
效
カ
ヲ
妨
ゲ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
規
定
し
て
居
る

〈
則
）

の
で
、
先
づ
は
都
合
が
よ
い
」
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
穂
積
（
重
）
説
は
、
強
迫
に
よ
り
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
が
生
じ
た
場

合
、
相
手
方
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
九
三
条
但
書
に
よ
り
無
効
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
九
六
条

に
よ
り
取
消
可
能
、
と
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
五
七
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Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
二
三
条
適
用
説
に
相
当
す
る
学
説
を
主
張
す
る
の
は
鳩
山
博
士
で
あ
る
。
鳩
山
博
士
は
、
「
強
迫
ヲ
受
ケ
テ
眞
意
二
非
サ
ル

意
思
表
示
ヲ
爲
セ
ル
者
ア
ル
場
合
」
に
九
三
条
と
九
六
条
と
の
い
ず
れ
を
適
用
す
べ
き
か
を
問
題
に
す
る
。
ま
ず
、
「
第
九
十
六
條
ハ
強

迫
ノ
瑠
疵
ア
ル
モ
価
ホ
行
爲
意
思
〔
効
果
意
思
〕
ノ
存
ス
ル
場
合
ヲ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
間
ノ
場
合
ニ
ハ
行
爲
意
思
〔
効
果
意
思
〕
無

（
塊
）

キ
ヵ
故
二
多
少
ノ
疑
問
ア
ル
モ
本
〔
九
三
〕
條
本
文
ノ
場
合
二
付
テ
ハ
冊
ホ
第
九
十
六
條
ノ
適
用
ア
ル
モ
ノ
ト
信
ス
」
、
と
主
張
し
、
そ

（
認
）

の
際
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
一
一
一
条
適
用
説
を
採
る
【
○
三
の
『
、
后
口
邑
、
四
○
一
Ｑ
の
『
お
よ
び
○
の
『
（
日
目
。
の
学
説
を
援
用
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の

理
由
と
し
て
、
「
第
九
十
六
條
ハ
行
爲
意
思
〔
効
果
意
思
〕
ア
ル
モ
例
ホ
取
消
シ
得
へ
キ
モ
ノ
ト
ス
ル
ノ
趣
旨
ニ
シ
テ
且
シ
本
〔
九
三
〕
條

ハ
行
爲
意
思
〔
効
果
意
思
〕
無
キ
ー
一
拘
ハ
ラ
ス
之
ヲ
行
爲
意
思
〔
効
果
意
思
〕
ヲ
存
ス
ル
普
通
ノ
意
思
表
示
ヨ
リ
モ
更
二
有
カ
ナ
ラ
シ
ム
ル

ノ
趣
旨
ニ
ァ
ラ
ス
條
文
二
『
其
效
カ
ヲ
妨
ケ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
』
卜
言
へ
ル
ョ
リ
観
ル
モ
一
般
ノ
意
思
表
示
卜
同
一
ノ
效
力
ヲ
附
ス
ル
ノ

（
別
）

意
義
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
述
べ
る
。
次
に
、
「
本
〔
九
三
〕
條
但
書
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ヘ
キ
場
合
即
チ
強
迫
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
力
表
意
者
ノ
眞
意

一
一
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
り
又
ハ
知
ル
ヲ
得
ヘ
ヵ
リ
シ
場
合
」
の
法
的
処
理
の
あ
り
方
を
問
題
に
し
て
、
「
理
論
上
二
於
テ
ハ
其
意
思
表
示

ヲ
無
效
ト
爲
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
卜
錐
モ
事
實
ト
シ
テ
ハ
強
迫
力
畏
怖
ヲ
生
セ
サ
ル
カ
或
ハ
行
爲
意
思
ア
ル
カ
如
ク
信
セ
ラ
ル
ル
行
爲
ヲ
爲

ス
ヵ
ニ
者
其
一
ヲ
出
テ
サ
ル
コ
ト
多
数
ナ
ル
ヘ
ク
而
シ
テ
證
明
ノ
鮎
二
至
リ
テ
ハ
第
九
十
六
條
ノ
證
明
ハ
本
〔
九
三
〕
條
但
書
二
比
シ
テ

（
弱
）

志
旱
ロ
容
易
ナ
レ
ハ
實
際
に
於
テ
ハ
第
九
十
六
條
ノ
適
用
ヲ
見
ル
コ
ト
多
カ
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
て
、
立
証
の
観
点
か
ら
九
六
条
適
用
説
を
主

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
五
八

以
上
、
九
三
条
但
書
と
九
六
条
と
が
競
合
す
る
場
合
に
お
い
て
九
三
条
但
書
を
優
先
的
に
適
用
す
る
学
説
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
学
説

は
、
無
効
と
取
消
と
が
競
合
し
た
場
合
に
は
無
効
を
優
先
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
九
六
条
適
用
説
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こ
の
問
題
に
対
す
る
鳩
山
説
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
九
六
条
適
用
説
を
採
る
鳩
山
説
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
三
条
適
用
説
を
採
る
ド
イ
ツ

の
学
説
と
を
比
較
す
る
と
き
、
鳩
山
説
は
、
特
に
○
の
『
自
目
ロ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
日
本
法
の
学
説
を
見
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
日
本
民
法
の
学
説
は
、

ド
イ
ツ
民
法
の
学
説
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
も
の
の
、
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
い
な
い
「
心
裡
留
保
」
と
強
迫
と
の
関
係
を
問
題

（
鍋
）

視
す
る
函
の
ご
］
⑩
の
学
説
の
影
響
を
殆
ど
受
け
て
い
な
い
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

強
迫
と
心
裡
留
保
と
の
関
係
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
ま
ず
、
国
の
ロ
］
の
の
見
解
が
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
罵
已
の
は
、
Ｂ
Ｇ

Ｂ
一
一
六
条
一
文
が
「
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
こ
と

は
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
一
六
条
の
適
用
範
囲
を
「
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
五
九

以
上
、
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
日
独
両
法
の
学
説
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
強
迫
と
心
裡
留
保
と
の
関
係
を
考
察
し
、
次
い
で
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

張
す
る
。

四
私
見

１
強
迫
と
心
裡
留
保
と
の
関
係
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次
に
、
日
本
民
法
に
お
い
て
は
、
九
三
条
に
規
定
す
る
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
中
に
非
真
意
表
示
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
強
迫
と

非
真
意
表
示
と
の
関
係
を
も
考
え
て
み
る
必
要
が
一
応
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
非
真
意
表
示
に
お
い
て
は
真
意
を
伴
っ
て

い
な
い
こ
と
を
相
手
方
が
見
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
予
期
が
表
意
者
に
あ
る
の
で
、
非
真
意
表
示
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
る
こ
と
は
現
実

に
は
殆
ど
あ
り
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
強
迫
に
よ
る
非
真
意
表
示
は
本
稿
の
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

更
に
、
日
本
の
学
説
を
見
る
と
、
強
迫
に
よ
り
意
思
決
定
の
自
由
を
全
く
奪
わ
れ
た
場
合
に
九
三
条
但
書
を
適
用
す
る
学
説
が
あ
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
六
○

た
」
場
合
（
「
本
来
の
心
裡
留
保
」
、
本
稿
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
）
の
み
に
限
定
し
、
「
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨

を
内
心
に
留
保
」
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
場
合
を
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
と
概
念
規
定
す
る
。
そ
う
し
て
、
強
迫
に
よ
る
意

思
表
示
の
場
合
に
本
来
の
心
裡
留
保
（
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
）
が
偶
然
に
生
じ
る
こ
と
は
確
か
に
あ
り
う
る
が
、
本
来
の
心
裡
留
保
の
場

合
に
は
表
意
者
が
表
示
し
た
旨
を
欲
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
内
心
に
留
保
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
強
迫
に
よ
り
本
来
の
心
裡
留
保
が

必
然
的
に
生
じ
る
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
る
。
む
し
ろ
、
被
強
迫
者
に
通
常
生
じ
る
心
理
的
状
態
は
、
そ
の
法
律
効
果
に
消
極
的
で
あ
る

か
少
な
く
と
も
そ
の
効
果
を
ど
う
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
、
す
な
わ
ち
、
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に

留
保
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。

思
う
に
、
ま
ず
、
強
迫
を
受
け
た
者
が
「
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し
」
て
表
示
を
な
す
、
す
な
わ
ち
、
畏
怖
の

状
態
か
ら
脱
す
る
た
め
に
意
図
的
に
虚
偽
の
表
示
を
な
す
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
強
迫
者
の
通

常
の
心
理
状
態
は
、
む
し
ろ
、
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
、
強
迫
に
よ
り

心
な
ら
ず
も
表
示
を
な
し
た
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
国
の
巳
の
の
主
張
は

心
な
ら
ず
も
表
示
を
な
し
た
、

正
当
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
と
お
り
、
強
迫
と
心
裡
留
保
と
の
関
係
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
①
表
意
者
が
強
迫
に
よ
り
「
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い

旨
を
内
心
に
留
保
」
し
て
表
示
を
な
し
た
場
合
、
②
「
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
」
す
る
ま
で
に
は
至
る
こ
と
な
く

表
示
を
な
し
た
場
合
、
③
強
迫
に
よ
り
意
思
決
定
の
自
由
を
全
く
奪
わ
れ
た
場
合
、
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
、

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
民
法
に
お
い
て
は
、
表
示
し
た
旨
を
欲
し
て
い
な
い
こ
と
を
内
心
に
留
保
し
て
い
る
場
合
（
田
の
己
の
の
い

わ
ゆ
る
「
本
来
の
心
裡
留
保
」
）
と
こ
れ
を
内
心
に
留
保
し
て
い
な
い
場
合
Ｓ
の
ロ
｝
の
の
い
わ
ゆ
る
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
）
と
を
問
わ
ず
、

「
表
示
に
対
応
す
る
真
意
の
意
識
的
な
欠
鋏
」
は
す
べ
て
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
規
定
（
九
三
条
）
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

「
心
裡
留
保
」
を
津
①
己
の
の
よ
う
に
本
来
・
非
本
来
と
区
別
し
て
概
念
規
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
便
宜
上
、
表
意
者
が
表
示
し
た
旨
を
欲
し
て
い
な
い
こ
と
を
内
心
に
留
保
し
て
い
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、

欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
い
る
心
裡
留
保
を
「
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
」
、
表
意
者
が
表
示
し
た
旨
を
欲
し
て
い
な
い
こ
と
を
内
心
に
留
保

し
て
い
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
い
な
い
心
裡
留
保
を
「
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
」
と
呼
称
し
、

後
者
の
中
で
も
真
意
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
を
相
手
方
が
見
誤
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
表
意
者
に
お
い
て
予
期
し
た
場
合
を
特
に
「
非
真
意

表
示
」
と
し
て
「
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
」
と
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ⅲ
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合

ま
ず
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
表
意
者
は
、
強
迫
を
受

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

一
ニ
ハ
’

そ
こ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
言
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
強
迫
に
よ
る
心
裡
留
保
の
法
的
効
力
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学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

一一一ハーー

け
て
は
い
る
も
の
の
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
表
示
を
な
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
九
三
条
本
文
に
従
っ
て
原
則
と
し
て
表
示
に
拘
束
さ
れ
る

べ
き
だ
、
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
を
な
し
た
者
の
帰
責
性
が
虚
偽
表
示
を
な
し
た
表
意
者
の
そ
れ
に
近
い
こ
と

か
ら
、
九
四
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
表
示
に
対
応
す
る
真
意
の
欠
映
に
つ
い
て
悪
意
（
悪
意
と
同
視
さ
れ
う
る
重
過
失
を
含
む
）
の

（
訂
）

相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
の
み
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
を
な
し
た
者
か
雪
ｂ
の
無
効
主
張
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
し
て
、
悪
意
（
重
過
失
）
の
相
手
方
か
ら
の
第
三
者
〈
転
得
者
）
が
出
現
し
た
場
合
に
も
、
相
手
方
と
の
関
係
に
お
い
て
九
四

条
一
項
を
類
推
適
用
す
る
以
上
、
表
意
者
は
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
悪
意
（
重
過
失
）
の
第
三
者
に
対
し
て
の
み
無
効
を
主
張

（
詔
）

し
う
る
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
表
意
者
が
表
一
水
の
と
お
り
の
効
果
発
生
を
欲
し
た
と
し
て
も
、
表
意
者
が
そ
も
そ
も
効
果

（
調
）

意
思
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
も
い
る
の
だ
か
ら
、
相
一
千
万
ま
た
は
第
一
二
者
は
、
意
図
さ
れ

た
心
裡
留
保
を
理
由
と
す
る
無
効
を
表
意
者
に
対
し
て
主
張
し
う
る
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
九
六
条
一
項
の
適
用
の
可
能
性
を
考
え
て
み
る
と
、
尻
○
三
の
『
は
、
強
迫
を
受
け
た
者
に
は
欺
岡
が
防
衛

と
し
て
許
さ
れ
る
と
し
て
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
を
な
し
た
被
強
迫
者
に
も
取
消
権
を
付
与
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、

○
の
耳
日
四
目
や
鳩
山
博
士
は
、
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
の
方
が
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
で
あ
る
こ
と
お

よ
び
相
手
方
の
悪
意
（
重
過
失
）
を
立
証
す
る
こ
と
よ
り
も
容
易
で
あ
る
と
し
て
、
か
か
る
場
合
に
お
け
る
九
六
条
一
項
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
三

条
一
項
）
の
適
用
の
可
能
性
を
肯
定
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
な
ら
、
第
三
者
が
強
迫
を
な
し
た
場
合

に
は
、
第
三
者
に
よ
る
詐
欺
に
関
す
る
九
六
条
一
一
項
の
ご
と
き
規
定
が
強
迫
に
関
し
て
は
存
在
し
な
い
の
で
、
被
強
迫
者
は
相
手
方
の
善

意
悪
意
を
問
わ
ず
常
に
強
迫
を
理
由
と
し
て
当
該
の
行
為
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。
し
か
し
、
強
迫
に
よ

る
と
は
い
え
自
由
意
思
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
状
態
で
意
図
的
に
虚
偽
の
表
示
を
な
し
た
表
意
者
の
利
益
と
相
手
方
の
そ
れ
と
を
比
較
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な
お
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
と
す
る
と
、
相
手
方
か
ら
強
迫
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
表
示
を
な
し
た
者
は

表
示
に
対
応
す
る
真
意
の
欠
映
に
つ
い
て
の
相
手
方
悪
意
重
過
失
）
を
立
証
し
て
九
四
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
る
無
効
を
主
張
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
か
ら
、
か
か
る
表
意
者
に
立
証
の
困
難
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
て
不
当
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
が
な
さ
れ
る
こ
と
の
可
能
性
は
、
強
迫
に
よ
る

場
合
の
方
が
強
迫
に
よ
ら
な
い
場
合
と
比
較
し
て
格
段
に
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と
に
加
う
る
に
、
強
迫
者
で
あ
る

相
手
方
は
、
被
強
迫
者
が
少
な
く
と
も
心
な
ら
ず
も
表
示
を
な
し
た
こ
と
を
容
易
に
知
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
強
迫
者
で
あ

る
相
手
方
が
表
意
者
の
真
意
欠
訣
ま
で
を
も
知
っ
た
と
し
た
ら
、
表
意
者
に
対
す
る
強
迫
は
無
意
味
と
な
ろ
う
か
ら
、
か
か
る
相
手
方
は

表
意
者
の
真
意
欠
映
自
体
に
つ
い
て
お
そ
ら
く
は
善
意
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
状
況
の
下
で
表
意
者
の
真
意
欠
畉
に
善
意
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
重
過
失
の
立
証
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
状
況
の
下
で
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
お
よ
び

（
帥
）

相
手
方
の
重
過
失
の
立
証
に
特
段
の
困
難
が
存
し
な
い
の
だ
か
雲
り
、
前
述
の
疑
問
に
は
十
分
な
理
由
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

か
く
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
、
九
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
の
み
処
理
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
九
六
条
を
適
用
す
る
必
要
性
は
殆
ど
存
し
な
い
か
（
相
手
方
が
強
迫
を
な
し
た
場
合
）
、
九
六
条
を
適
用
す
る
と
不
当
な

結
果
を
生
じ
さ
せ
る
か
（
第
三
者
が
強
迫
を
な
し
た
場
合
）
、
の
い
ず
れ
か
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

一
ニ
ハ
一
一
一

す
る
と
き
、
前
者
の
方
を
後
者
よ
り
も
常
に
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
善
意
（
無
重

過
失
）
の
相
手
方
と
の
関
係
で
は
か
か
る
表
意
者
か
ら
当
該
行
為
の
法
的
拘
束
力
の
否
認
を
主
張
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
、
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
か
く
て
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
九
六
条
一
項
に
定
め
る
取
消
権
を
表
意
者
に
付
与
す
べ
き

で
な
い
、

か
く
て
、
意
雨

と
思
わ
れ
る
。
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二
六
四

②
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
の
法
的
効
力

次
に
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
る
。
こ
の
場
合
、
表

意
者
は
、
強
迫
を
受
け
て
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
を
な
し
た
の
だ
か
ら
、
相
手
方
の
善
意
悪
意
を
問
わ
ず
に
当
該
の
行
為

の
効
力
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
表
意
者
は
、
九
六
条
一
項
に
よ
り
強
迫
を
理

由
と
し
て
そ
の
行
為
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
相
手
方
の
主
観
的
態
様
の
い
か
ん
に
か
か
わ

ら
ず
表
意
者
か
ら
の
取
梢
主
張
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
解
す
る
以
上
、
善
意
・
無
過
失
の
転
得
者
（
第
三
者
）
に
対
し
て
ま
で
も
表
意

（
剛
）

者
か
ら
の
取
消
は
認
め
雪
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
九
三
条
の
適
用
可
能
性
の
有
無
を
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
九
三

条
但
書
の
適
用
を
受
け
る
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
か
か
る
心
裡
留
保
は
強
迫
に
よ
り
心
な
ら
ず
も
真
意
欠
映
を
生
じ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

し
か
も
、
表
意
者
は
欺
岡
の
意
図
を
伴
う
こ
と
な
し
に
表
示
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
か
か
る
心
裡
留
保
を
理
由
と
す
る
「
無

効
」
は
、
表
意
者
保
護
の
た
め
の
「
無
効
」
の
一
類
型
に
他
な
ら
な
い
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
表
意

者
保
護
の
た
め
の
「
無
効
」
は
、
相
手
方
・
第
三
者
か
ら
は
主
張
さ
れ
え
ず
、
か
つ
、
取
消
に
関
す
る
一
二
六
条
の
類
推
適
用
を
受
け
る

（
醜
）

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
性
質
の
無
効
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
学
説
が
〈
丁
日
で
は
有
力
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
日
本
民

法
上
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
を
理
由
と
し
て
無
効
を
惹
起
す
る
こ
と
が
仮
に
あ
る
と
し
て
も
、
か
か
る
心
裡
留
保
を
理

由
と
す
る
無
効
と
強
迫
を
理
由
と
す
る
取
消
と
の
間
に
効
果
上
の
重
大
な
差
異
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
後
者

（
田
）

に
吸
収
さ
れ
て
、
強
迫
に
よ
り
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
な
さ
れ
た
場
ム
ロ
に
お
い
て
も
取
消
の
み
が
可
能
、
と
解
さ
れ
る

べ
き
だ
、
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
は
九
一
一
一
条
但
書
の
適
用
を
受
け
な
い
、
と
函
の
己
の
と
同
様
に
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③
強
迫
に
よ
り
意
思
決
定
の
自
由
が
全
く
奪
わ
れ
た
場
合
の
法
的
効
力

最
後
に
、
強
迫
に
よ
り
意
思
決
定
の
自
由
が
全
く
奪
わ
れ
た
場
合
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
る
。
こ
の
場
合
、
意
思
表
示
そ

く
別
）

の
も
の
が
成
立
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
当
然
に
無
効
視
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
心
裡
留
保
の
問
題
で
な
く

し
て
意
思
表
示
の
不
存
在
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
意
思
表
示
の
不
存
在

を
理
由
と
す
る
無
効
が
当
然
か
つ
絶
対
の
無
効
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
の
無
効
は
な
ん
ぴ
と
か
ら
な
ん
ぴ
と
に
対
し
て

（
餡
）

で
も
主
張
さ
れ
》
つ
る
無
効
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
る
場
合
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
て
き
た
が
、
私
見
を
要
約
す
る
と
、
意
図
さ
れ

た
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は
、
原
則
と
し
て
九
三
条
本
文
の
適
用
を
受
け
る
が
、
九
四
条
の
類
推
適
用

に
よ
り
例
外
的
に
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は

九
六
条
の
み
の
適
用
を
受
け
て
取
消
可
能
、
強
迫
に
よ
り
意
思
決
定
の
自
由
が
全
く
奪
わ
れ
た
場
合
に
は
意
思
表
示
そ
の
も
の
が
成
立
し

て
い
な
い
と
し
て
当
然
か
つ
絶
対
の
無
効
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

最
後
に
、
意
思
表
示
成
立
の
心
理
的
過
程
に
暇
疵
あ
る
ケ
ー
ス
を
「
表
示
に
対
応
す
る
真
意
の
欠
映
」
と
構
成
し
て
「
真
意
」
を
「
表

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
六
五

解
し
た
と
す
る
と
、
か
か
る
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は
九
六
条
一
項
に
従
っ
て
一
応
有
効
と
扱
わ
れ
る

の
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
に
九
三
条
’
本
文
を
殊
更
に
適
用
す
る
必
要
性
は
存
し
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
な
さ
れ
た
場
合
に
九
三
条
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
益
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
九
六
条
一
項
の
み
が
適

以
上
の
ご
と
く
、
私
自

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

一
一
一
ハ
ー
ハ

（
“
）
 

｜
不
に
対
応
す
る
仮
定
的
意
思
」
と
概
念
規
定
す
る
舟
橋
（
新
）
説
を
採
り
つ
つ
、
か
か
る
ケ
ー
ス
を
①
意
図
さ
れ
た
真
意
欠
映
、
②
意

（
師
）

図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
真
意
欠
映
、
③
や
む
こ
と
を
え
な
い
真
意
欠
鋏
と
に
一
一
一
分
す
る
須
永
説
に
即
し
て
私
見
を
述
べ
て
お
く
な
ら
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
る
場
合
に
は
①
の
ケ
ー
ス
に
属
し
、
意
図
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
が
強
迫
に
よ
る
場
合
に
は
③
の
ケ
ー
ス
に
属
す
る
、
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
て
、
「
意
図
さ
れ
た

心
裡
留
保
」
（
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
‐
｜
）
は
、
①
の
ケ
ー
ス
に
属
す
る
「
虚
偽
表
示
」
と
「
通
謀
」
の
有
無
と
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る
か
ら
必

要
か
つ
有
用
な
概
念
で
あ
る
が
、
「
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
」
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
強
迫
に
よ
り
生
じ
る
場
合
に
は
、

③
の
ケ
ー
ス
に
属
す
る
「
強
迫
に
よ
る
意
思
表
示
」
に
吸
収
さ
れ
る
か
ら
、
殊
更
に
必
要
な
概
念
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。

（
３
）
舟
橋
諄
一
『
民
法
総
則
』
一
二
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
五
四
〔
昭
和
二
九
〕
年
）
。

（
４
）
こ
こ
で
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
、
非
真
意
表
示
に
関
す
る
同
一
一
八
条
・
’
二
二
条
お
よ
び
強
迫
に
関
す
る
同
一
二
三
条

一
項
・
’
二
四
条
の
原
文
お
よ
び
日
本
語
訳
を
掲
げ
て
お
く
（
日
本
語
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
司
法
法
制
課
「
ド
イ
ツ
民
法
典
１
１
総
則
」

法
務
資
料
四
四
五
号
二
九
八
五
〈
昭
和
六
○
〉
年
〕
に
よ
る
）
。

ゅ
］
］
○
薯
国
口
の
三
一
一
一
の
目
の
鳥
］
酢
『
目
的
厨
（
己
。
三
。
①
印
冨
一
ロ
己
。
三
碩
乏
の
】
一
座
呂
旦
の
『
両
『
六
］
陣
『
の
目
①
旨
農
の
｝
】
の
旨
く
Ｃ
『
す
の
富
一
一
．
目
⑫
同
『
宍
一
身
【
の
巳
。
三
目

二
○
二
目
・
□
旨
向
『
云
一
酵
目
二
日
切
目
一
。
亘
碕
．
こ
の
。
。
⑫
一
の
⑦
ヨ
の
ョ
自
旦
の
『
の
。
、
の
、
の
己
ワ
の
『
：
目
頭
の
ワ
の
日
②
（
百
口
＆
の
⑫
の
『
□
の
。
ご
Ｃ
『
す
の
。
四
一
二
の
コ
ョ
・
陰

⑫
］
］
Ｆ
国
二
の
三
。
三
の
『
。
⑪
ご
】
Ｓ
ｍ
の
目
の
ヨ
《
の
二
一
一
一
の
。
⑩
の
『
六
一
妙
『
目
い
＆
の
ヨ
ニ
の
『
両
『
三
四
『
盲
。
、
：
館
の
函
の
す
の
己
君
一
『
□
・
号
『
三
目
腕
⑦
一
号
『
向
『
。
の
三
の
耳
国
戸

司
の
ａ
の
己
。
頁
く
の
『
云
騨
ロ
ヨ
ミ
の
ａ
の
昌
一
の
（
己
の
百
二
曲
・
量

（
１
）
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
」
’
六
六
頁
（
有
斐
閣
、
’
九
六
五
〔
昭
和
四
○
〕
年
）
。

（
２
）
於
保
不
二
雄
『
民
法
総
則
講
義
』
二
○
二
頁
（
有
信
堂
、
一
九
五
一
〔
昭
和
二
六
〕
年
）
。
同
旨
、
今
泉
孝
太
郎
『
改
訂
新
民
法
総
則
』
三
○
○
頁
（
泉

文
堂
、
一
九
六
三
〔
昭
和
三
八
〕
年
）
、
幾
代
通
「
民
法
総
則
」
二
八
六
頁
（
背
林
轡
院
新
社
、
二
版
〔
初
版
は
一
九
六
九
〈
昭
和
四
四
〉
年
〕
、
一
九
八
四

〔
昭
和
五
九
〕
年
）
。
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き
に
は
、
生
じ
な
い
。
」

一
二
三
条
一
項
〔
職

麺
］
圏
。
．
『
⑩
（
①
旨
の
二
三
］
｜
の
己
⑪
⑦
『
匡
凶
円
巨
口
晒
皀
凹
、
す
ゆ
巨
塵
己
。
可
庁
荷
Ｃ
ｇ
ｃ
『
■
臣
［
の
『
ロ
ロ
Ｑ
□
の
『
唖
亟
］
］
Ｐ
】
ｇ
山
口
、
の
［
ｏ
○
三
の
。
。
⑩
○
．
呉
○
の
『
両
『
【
一
睡
『
の
ゴ
ロ
の
》

亀
の
。
。
＆
の
向
島
］
呼
旨
二
噸
の
旨
の
日
ｇ
Ｑ
の
同
目
阻
の
岨
の
ロ
摩
す
の
『
：
目
賄
呂
の
ロ
諄
国
『
・
号
厨
の
日
目
Ｑ
の
『
。
註
一
一
⑩
］
の
△
の
ヨ
ワ
ュ
茸
の
ゴ
』
の
。
の
○
す
且
の
口
目
の
『
⑩
の
訂
の
口
》

。
●
ロ
ロ
の
『
■
ご
Ｑ
の
円
の
。
□
の
『
こ
の
『
ロ
ユ
ヰ
の
。
■
ロ
ロ
『
、
す
の
二
の
江
の
〔
》
□
凹
団
の
『
ｍ
こ
『
。
－
の
⑦
毎
言
い
丙
の
笄
□
国
向
吋
丙
匪
【
巨
皀
ぬ
ぐ
の
【
戸
『
凹
貝
・
］
の
。
。
。
豈
昌
ｏ
豈
一
唇
已
の
『
ロ
の
皀
固
の
’

一
『
、
殖
旦
の
②
百
戸
周
の
閉
の
⑪
ご
ロ
凹
巨
印
芭
三
の
］
●
す
の
⑪
。
①
『
⑪
。
こ
の
『
の
。
□
国
ユ
の
『
ロ
ユ
ヰ
の
、
ゴ
ロ
臼
の
ご
］
一
一
曲
丙
の
】
（
ロ
曾
向
ｎ
戸
］
畔
吋
巨
己
晒
彦
昌
・

□
一
の
②
ｎ
コ
四
二
の
ロ
の
厨
凹
薗
つ
ｍ
］
】
○
声
【
〔
国
耳
已
Ｃ
宮
〔
の
冒
一
愛
『
の
胃
冨
旦
閂
国
③
⑩
○
す
』
□
碕
冨
ロ
の
己
。
『
ロ
ロ
ニ
ロ
の
『
三
一
○
す
言
弄
の
｝
【
。
□
の
『
□
の
『
シ
コ
『
の
ロ
ゴ
｛
す
四
『
【
国
（
丙
⑳
口
回
（
の

。
□
の
『
】
曰
崗
Ｃ
］
ぬ
の
ご
○
ロ
司
四
毒
『
］
酢
⑰
の
】
頤
澪
の
芦
己
】
◎
ず
［
丙
四
目
ロ
芹
の
（
戸
の
ロ
ロ
の
ロ
『
ロ
自
国
房
）
・
言

⑫
］
畠
し
す
、
，
】
富
二
三
の
『
詞
巨
『
シ
す
、
四
ヶ
の
の
冒
関
一
三
一
］
の
口
の
①
『
丙
］
野
宮
口
閥
Ｑ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
茸
山
【
ぬ
］
】
の
（
】
、
の
『
陣
巨
②
Ｃ
彦
巨
口
喰
。
こ
の
Ｈ
三
丘
の
。
②
。
ゴ
ー
冒
す
二
口
『
、
ご
Ｄ
Ｂ
ヨ
ロ
ロ
蛸
丘
の
‐

印
ご
『
。
『
ロ
言
尹
「
。
『
＠
の
ゴ
ー
の
（
》
丙
四
ロ
ロ
ロ
誌
向
『
丙
］
蝉
同
ロ
ロ
胸
ｍ
ｐ
ｍ
の
○
ず
（
の
口
・
』
今

⑫
』
農
と
》
□
『
の
缶
ロ
［
の
。
亘
巨
口
賄
の
ヨ
の
『
ロ
四
○
す
ゅ
］
麗
口
匙
の
、
三
ヶ
、
『
の
コ
ー
ミ
ニ
の
。
⑫
の
『
丙
一
⑭
『
二
口
い
【
四
口
ロ
ロ
■
『
ご
旨
口
の
ロ
〕
四
宮
雨
の
呉
『
】
の
（
の
民
。
｝
ぬ
の
Ｐ

目
の
句
ユ
⑪
戸
ご
⑦
瞬
冒
員
】
曰
司
ｍ
ｌ
－
ｍ
ｐ
の
『
閏
的
一
一
ｍ
〔
一
ｍ
の
。
弓
騨
屋
切
ロ
ゴ
ニ
ロ
、
日
耳
旦
の
ヨ
国
の
】
召
ロ
ロ
丙
一
・
一
口
看
の
一
。
ど
の
目
。
①
吋
跨
ロ
［
①
呂
冒
口
碩
：
閂
の
。
亘
碕
一
の
島
の
『
凹
巨
－

の
○
二
二
曰
曲
の
。
丘
の
ｏ
丙
（
一
一
日
甸
四
］
］
の
。
①
『
□
『
○
二
巨
口
碩
貝
］
耳
Ｑ
①
日
圃
の
芦
ｂ
Ｐ
ｐ
宮
』
昌
乏
の
－
９
⑦
日
臼
の
凶
三
目
ｍ
ｍ
－
ｐ
ｍ
の
：
夢
。
『
〔
．
シ
臣
（
Ｑ
の
。
Ｅ
こ
｛
□
の
門
司
１
の
（
國
口
，

□
の
ゴ
ロ
一
の
爵
『
＆
の
こ
の
『
蔵
面
目
ロ
、
函
の
］
芹
の
ロ
ロ
の
曰
く
○
厨
○
す
国
【
（
の
口
曰
の
②
⑫
国
ｇ
し
ず
ｍ
・
函
巨
ロ
。
□
閂
⑰
⑰
国
急
］
ｇ
『
の
。
厨
己
『
の
。
ゴ
の
ゴ
ロ
の
シ
ゴ
ョ
『
の
ロ
ロ
巨
口
晩
・

□
】
の
鈩
冨
【
の
。
旨
冒
口
碩
】
異
回
巨
の
、
の
晩
。
三
○
晩
、
の
貝
三
の
ロ
ロ
的
の
芹
□
の
『
シ
ワ
、
ロ
ケ
の
ユ
の
『
三
一
］
一
の
。
⑫
の
『
丙
鼠
『
臣
ご
的
・
『
の
扇
一
曲
］
■
す
『
の
『
の
『
②
芹
『
』
○
声
の
回
②
ご
ロ
・
宗

一
一
六
条
〔
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
〕
「
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
こ
と
は

な
い
。
相
手
方
に
対
し
て
し
た
意
思
表
示
は
、
相
手
方
が
表
意
者
の
留
保
を
知
っ
た
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。
」

二
八
条
〔
非
真
意
表
示
〕
「
真
意
で
な
い
意
思
表
示
は
、
真
意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
さ
れ
た
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。
」

一
二
二
条
〔
表
意
者
の
損
害
賠
償
義
務
〕
「
意
思
表
示
が
第
一
一
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
場
合
又
は
第
一
一
九
条
及
び
第
一
二
○
条
の
規
定
に

よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
表
意
者
は
、
意
思
表
示
が
相
手
方
に
対
し
て
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
他
の
と
き
は
、
す
べ
て
の
第

三
者
に
対
し
、
相
手
方
又
は
第
三
者
が
意
思
表
示
を
有
効
と
信
じ
た
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
損
害
賠
償
は
、
意

思
表
示
が
右
回
幼
で
あ
る
と
き
に
相
手
方
又
は
第
三
者
が
取
得
す
る
利
蓋
の
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

前
項
の
損
害
賠
償
義
務
は
、
被
害
者
が
無
効
又
は
取
消
し
の
原
因
を
知
っ
て
い
た
と
き
、
又
は
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
（
知
る
こ
と
が
で
き
た
）
と

ア⑨。」

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

〔
強
迫
に
よ
る
取
消
〕
「
詐
欺
又
は
違
法
な
強
迫
に
よ
り
、
意
思
表
示
を
さ
せ
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
意
思
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

六
七
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（
９
）
Ｆ
・
函
』
③
画
・
量
。
＆
量
⑩
弓
種
⑰
（
←
・
婚
・
〉
・
舌
の
一
『
。
の
芹
巨
、
○
ｍ
。
（
巨
印
回
□
】
】
宮
の
『
の
。
胃
四
【
の
目
〕
や
つ
巨
芹
。
『
口
の
す
の
『
の
□
の
疎
ヨ
の
｛
『
－
，
－
．
ｃ
こ
］
、
）
□
巨
四
閂
口
ご
厨
巴
］
】
す
の
覚
巨
片
二
の
⑪
⑪
の
【

■
 

唇
。
一
旦
の
②
の
日
》
Ｓ
白
の
ロ
。
。
■
⑤
旨
い
ご
Ｃ
』
瞳
＆
叩
餉
の
旦
己
の
【
勺
『
い
の
８
『
の
己
円
の
の
（
耳
巨
の
口
旦
巨
の
の
こ
『
二
回
（
画
す
の
蔑
口
の
二
二
一
日
】
三
℃
Ｃ
訂
切
冨
蛆
芹
ユ
ヮ
ロ
呉
巨
『
・
Ｐ
。

ご
日
）
な
強
制
も
含
」

（
８
）
因
の
。
］
⑪
ぐ
。
『
望

一
四
六
頁
（
註
八
）
。

つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（
７
）
国
の
ロ
一
の
．
『
。
『
異
の
］
］
戸

（
６
）
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
と
非
真
意
表
示
と
の
差
異
に
着
目
し
て
九
三
条
の
解
釈
論
を
展
開
す
る
学
説
と
し
て
、
穂
横
重
遠
『
民
法
總
論
下
巻
』
五
二
頁
以

下
（
有
斐
閣
、
一
九
二
一
〔
大
正
一
○
〕
年
）
、
同
『
民
法
總
則
」
二
八
四
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
六
〔
昭
和
一
一
〕
年
）
、
須
永
醇
『
民
法
総
則
要

論
』
一
七
五
頁
以
下
（
勁
草
書
房
、
一
九
八
八
〔
昭
和
六
三
〕
年
）
、
同
『
新
訂
民
法
総
則
要
論
」
一
七
五
頁
以
下
（
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
〔
平
成
九
〕
年
）
、

拙
稿
「
心
裡
留
保
と
錯
誤
」
頑
氷
醇
・
下
森
定
監
修
『
民
法
総
則
重
要
論
点
研
究
』
一
○
一
頁
以
下
（
酒
井
書
店
、
’
九
九
一
〔
平
成
三
〕
年
）
、
木
城
武

雄
・
目
崎
哲
久
編
『
民
法
総
則
』
一
五
六
頁
以
下
（
村
田
）
（
嵯
峨
野
書
院
、
一
九
九
六
〔
平
成
八
〕
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
曄
道
文
藝
『
日
本
民
法
要
論
第

一
巻
總
論
」
三
一
六
～
一
一
二
九
頁
（
弘
文
堂
護
房
、
三
版
〔
初
版
は
一
九
二
一
〈
大
正
一
○
〉
年
〕
、
’
九
一
一
四
〔
大
正
一
三
〕
年
）
は
、
自
覚
あ
る
意
思
の

欠
峡
を
非
真
意
表
示
（
九
三
条
）
と
虚
偽
表
示
（
九
四
条
）
と
に
分
け
、
更
に
、
非
真
意
表
示
を
心
裡
留
保
（
本
稿
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
）
と

譜
譲
表
示
と
に
分
け
る
が
、
こ
の
両
者
の
中
間
に
位
適
す
る
非
真
意
表
示
が
あ
る
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
「
虚
偽
表
示
ガ
不
成
功
二
終
リ
シ
ト
キ
例
パ
表
意
者

ハ
相
手
方
ガ
興
意
ノ
表
示
一
一
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
之
二
腫
對
ス
ベ
シ
ト
信
ジ
第
三
者
ヲ
欺
ク
爲
メ
ニ
相
手
方
二
對
シ
テ
非
腫
意
ノ
表
示
ヲ
蔦
シ
タ
ル
ニ
相

手
方
ハ
眞
意
ノ
表
示
ナ
リ
ト
信
ジ
之
二
應
對
シ
タ
ル
ト
キ
ニ
於
ケ
ル
非
真
意
表
示
ノ
如
シ
」
（
三
一
九
頁
）
場
合
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
効
果
面
で
の
差
異
に

（
５
）
詳
細
は
、
拙
稿
「

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

‐
）
出
目
一
の
》
ご
Ｃ
『
⑪
戸
の
］
］
ロ
己
鴨
ｌ
Ｅ
皀
旦
ご
「
】
】
］
ｇ
⑫
言
の
○
口
の
ご
Ｑ
の
Ｈ
Ｆ
の
ご
『
の
『
。
。
□
の
『
］
ロ
ュ
⑪
爵
。
冨
口
二
三
一
］
の
目
⑫
の
鳥
］
腎
目
函
》
］
垣
】
Ｐ
⑫
・
震
に
よ
れ
ば
、
尋
の
『
：
『
ロ
ロ
－

ｍ
ｇ
の
三
の
巨
薗
］
『
の
、
の
『
ご
農
○
口
震
と
い
う
表
現
は
適
切
で
な
い
が
、
息
国
軍
「
目
瞬
震
と
い
う
用
語
に
は
「
適
法
な
」
（
］
の
晩
三
ョ
）
強
制
も
「
適
法
で
な
い
」
（
一
］
｜
の
、
】
‐

冨
口
）
な
強
制
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
亀
田
菖
自
、
層
を
「
強
迫
」
と
解
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

。
）
国
の
。
］
の
．
ぐ
。
『
賀
の
｜
一
目
鴨
Ｉ
目
Ｑ
言
】
｝
］
の
ロ
の
昏
の
Ｃ
『
】
の
（
ご
シ
ロ
ョ
・
『
）
・
砂
・
量
・
岡
松
参
太
郎
「
法
律
行
爲
論
全
』
（
一
九
一
四
〔
大
正
一
一
一
〕
年
、
京
都
法
学
会
）

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
六
八

一
二
四
条
〔
取
消
期
間
〕
「
前
条
の
規
定
に
よ
り
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
る
意
思
表
示
は
、
｜
年
以
内
に
限
り
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
規
定
は
、
詐
欺
の
場
合
に
は
、
取
消
権
者
が
詐
欺
を
発
見
し
た
時
か
ら
、
強
迫
の
場
合
に
は
、
強
迫
が
や
ん
だ
時
か
ら
進
行
す
る
。
消
滅
時
効
に
関

す
る
第
二
○
三
条
第
二
項
、
第
二
○
六
条
及
び
第
二
○
七
条
の
規
定
は
、
前
項
の
期
間
の
進
行
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

取
消
し
は
、
意
思
表
示
を
し
た
時
か
ら
三
○
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

ｕ
）
詳
細
は
、
拙
稿
「
遺
贈
と
心
裡
留
保
（
一
）
ｌ
ｌ
特
に
包
括
遺
贈
を
中
心
と
し
て
」
法
学
志
林
八
七
巻
四
号
一
一
五
頁
以
下
二
九
九
○
〔
平
成
二
〕
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学
説
蕊
纂
第
四
巻
第
二
章
「
畏
怖
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
」
第
一
二
法
文
第
五
節
（
パ
ウ
ル
ス
）
「
強
い
ら
れ
て
畏
怖
で
相
続
を
承
認
し
た
と
き
、
私
は
、
相

続
人
に
な
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
が
自
由
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
欲
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
強
い
ら
れ
て
欲
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

私
は
、
法
務
官
に
よ
っ
て
、
免
れ
る
力
が
私
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
回
復
さ
れ
る
」
（
日
本
語
訳
は
、
小
橋
一
郎
訳
『
サ
ヴ
ィ
ー
ー
ー
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
第

三
巻
』
九
六
～
九
七
頁
〔
成
文
堂
、
一
九
九
八
〈
平
成
一
○
〉
年
に
よ
る
）
。

（
、
）
エ
の
ロ
ー
ゆ
く
。
『
の
｛
の
一
一
目
的
の
Ｉ
巨
己
三
》
一
一
目
印
言
の
。
『
一
の
（
ヨ
シ
コ
ョ
・
『
）
．
②
。
＄
［
・

（
ｕ
）
強
迫
に
関
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
田
中
敦
鱸
「
強
迫
に
お
け
る
誓
悪
の
重
大
性
と
竈
三
者
効
ｌ
日
本
民
法
九
六
条
の
系
譜
」
西
村
重

雄
・
児
玉
寛
編
『
日
本
民
法
典
と
西
欧
法
伝
統
』
一
一
五
八
頁
以
下
（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
○
○
○
〔
平
成
一
一
一
〕
年
）
参
照
。

（
⑫
）
⑪
、
ぐ
－
，
コ
］
》
⑫
『
⑫
［
の
ヨ
ロ
の
⑩
。
①
目
的
の
己
幻
○
ョ
蔚
ロ
ゴ
の
己
幻
の
、
亘
砂
・
ロ
ロ
・
酉
・
Ｂ
Ｓ
．
⑫
』
ｓ
・
言
一
目
⑪
Ｃ
冨
眞
Ｆ
の
彦
『
ｇ
８
Ｑ
の
⑩
屡
己
の
宍
［
目
『
の
。
頁
⑭
》
巴
」
・
垣
・

戸
口
Ｐ
』
⑫
＄
（
Ｚ
の
巳
『
Ｐ
Ｃ
戸
口
の
『
旨
の
、
：
の
句
『
目
丙
冒
『
【
画
冒
冨
画
旨
』
②
扇
）
．
⑪
．
』
】
ｍ
も
ま
た
、
「
強
迫
さ
れ
た
法
律
行
為
は
、
と
も
か
く
も
実
際
の
意
思
が

表
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
詐
欺
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
法
律
行
為
と
同
様
に
無
効
と
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
旧
）
の
口
『
気
昌
》
の
］
の
［
の
曰
。
①
の
可
の
昌
同
の
。
記
・
ヨ
ー
の
◎
す
の
己
宛
の
・
三
ｍ
・
田
・
』
（
ヨ
ン
ロ
ョ
・
局
）
．
⑫
。
】
三
・
取
消
可
能
性
に
関
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
立
場
を
紹
介
し
た

文
献
と
し
て
、
山
下
末
人
「
取
消
・
解
除
に
於
け
る
原
状
回
復
義
務
」
法
学
論
識
六
一
巻
五
号
一
○
七
頁
以
下
二
九
五
五
〔
昭
和
三
○
〕
年
）
、
辻
博
明

「
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ー
グ
１
．
意
思
表
示
の
取
消
し
得
べ
き
こ
と
（
少
員
の
。
三
宮
鳥
の
一
｛
）
の
史
的
展
開
」
奈
良
法
学
会
雑
誌
二
巻
二
号
九
六
頁
以
下
（
一
九

八
九
〔
平
成
元
〕
年
）
、
田
中
敦
雄
「
ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
願
梢
概
念
の
変
遷
ｌ
法
律
行
為
の
効
力
に
関
す
る
諸
概
念
」
香
川
法
学
一
七

巻
四
号
六
八
頁
以
下
二
九
九
八
〔
平
成
一
○
〕
年
）
、
林
幸
司
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
相
対
的
無
効
」
法
律
時
報
七
二
巻
四
号
七
七
頁
（
二
○
○
○
〔
平
成

（
Ｍ
）
の
、
く
肩
口
『
・
の
房
一
の
【
二
○
の
⑪
す
の
巳
】
、
の
口
甸
・
昌
一
の
◎
三
の
ご
幻
の
。
冒
切
・
口
二
・
四
（
ヨ
ン
コ
ヨ
』
画
）
・
め
い
＄
・

（
塒
）
の
色
『
一
硯
。
『
・
の
『
の
念
ヨ
ロ
の
め
す
の
貝
荷
の
。
宛
○
曰
一
⑪
の
三
の
己
幻
月
三
岳
・
因
。
‐
』
（
旨
缶
昌
ご
』
砲
）
》
⑫
．
＄
・

（
焔
）
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
関
す
る
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
新
辻
誠
「
サ
ヴ
ィ
ー
ー
ー
の
意
思
表
示
、
法
律
行
為
概
念
－
ｌ
特
に
心
裡
留
保
を
め

ぐ
っ
て
」
民
商
九
六
巻
五
号
六
五
頁
以
下
（
一
九
八
七
〔
昭
和
六
二
〕
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
Ⅳ
）
四
．
一
号
、
こ
の
『
・
ロ
。
、
ヨ
禺
弄
ロ
コ
ロ
宛
の
○
耳
の
、
の
ｍ
Ｃ
三
。
三
の
ロ
の
『
富
の
口
冨
］
厨
⑩
⑦
『
ご
具
ざ
昌
一
貝
『
の
⑩
扇
○
す
己
【
戸
昏
『
宛
巨
二
○
一
（
の
曰
ご
『
瞭
巨
冒
巴
の
ロ
筥
賄
い
一
の
ロ
の
①
ワ
臣
『
（
の
‐

（
Ⅳ
）
四
．
一
号
、
こ
の
『
」

芹巴碩白』⑪』輿、。』②←【・

（
旧
）
ぐ
・
■
盲
目
⑨
紀

巻
四
号
六
八
頁
以
下
二
九

一
二
〕
年
）
、
な
ど
が
あ
る
。

坦
）
ぐ
・
■
盲
目
の
。
■
の
一
戸
『
降
嘱
の
障
巨
円
鈩
Ｅ
②
］
の
“
巨
口
的
こ
の
の
。
①
旨
②
◎
彦
の
ロ
ロ
．
。
・
国
．
ご
一
員
屋
の
ユ
ロ
碩
の
］
ｍ
す
『
ワ
ニ
○
す
国
富
託
Ｄ
Ｃ
的
ヨ
四
一
房
。
⑦
の
。
の
巨
豆
晩
の
。
『
。
『
己
鈎
ロ
ゴ
⑱
己

巨
ｐ
Ｑ
Ｑ
の
巨
蔚
ｏ
ヨ
の
。
で
ユ
『
閏
『
の
Ｃ
三
【
⑪
・
国
。
，
四
②
ご
扇
垣
②
。
ｍ
・
暉
三
『
皷
幻
の
可
す
の
旨
。
◎
回
印
西
■
『
館
の
『
ニ
ロ
ヨ
の
○
の
⑩
の
Ｅ
Ｃ
巨
◎
ず
昌
昌
｛
同
『
雇
巨
（
の
『
Ｅ
二
曲
の
皀
冒
『
Ｑ
回
②
⑫
｛
Ｅ
Ｓ
巨
日
巨
曰
□

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
六
九
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
七
○

ｓ
の
厄
日
凶
の
》
西
口
・
］
・
シ
ニ
曲
の
目
の
旨
の
【
曰
彦
の
『
］
・
』
②
ｇ
・
印
』
烏
》
、
百
日
ヨ
晩
の
７
幻
一
の
Ｎ
ｌ
の
『
・
宍
。
ヨ
ョ
の
口
冒
『
目
日
国
皀
『
蛸
の
『
一
一
８
ｇ
ｏ
の
ｍ
の
訂
ｇ
Ｓ
Ｅ
ｐ
Ｑ
□
の
目
同
旨
『
ニ

ゴ
２
コ
、
め
い
の
⑪
の
肩
の
田
口
・
］
・
エ
ー
ー
的
の
ョ
の
旨
の
『
弓
の
一
一
》
『
・
ヘ
塵
・
》
シ
己
．
』
＠
局
・
印
・
合
＠
．
そ
の
他
に
も
、
函
の
己
一
の
６
回
⑩
シ
ロ
ミ
の
且
目
ｍ
ｍ
ｍ
８
－
の
丘
の
『
シ
ヨ
の
。
三
宮
『
丙
の
』
｛
肴
の
‐

ぬ
の
ロ
Ｄ
Ｈ
Ｃ
盲
目
》
冒
司
の
の
［
⑰
＆
『
冨
【
日
向
『
ロ
⑪
一
Ｎ
一
一
の
一
ョ
：
貝
］
①
］
蜜
・
叩
・
畠
・
シ
コ
ョ
・
二
③
・
は
、
こ
の
立
場
を
採
る
学
説
と
し
て
、
【
○
一
己
Ｐ
□
四
②
の
目
二
目
、
目
⑮

宛
の
。
茸
の
的
の
⑫
Ｃ
展
｛
一
日
目
殖
の
日
の
】
ロ
の
曰
勾
の
。
亘
巨
口
旦
ロ
ー
『
ぬ
の
『
｝
－
８
の
曰
の
①
晩
の
百
日
ｎ
戸
□
一
の
⑩
．
（
。
『
の
一
諒
急
、
］
且
）
＄
ｓ
『
⑫
含
》
三
一
の
己
、
ロ
ロ
》
Ｎ
こ
『
伊
呂
『
の
ご
○
口

。
ｑ
□
『
・
冒
已
、
号
孟
】
圏
】
ョ
閏
『
、
の
『
一
一
ｎ
コ
の
。
○
の
⑫
の
百
日
号
の
》
旨
の
す
の
②
。
且
国
の
『
・
ロ
ロ
の
ヨ
ロ
の
閂
昌
の
ロ
の
Ｈ
三
一
二
の
『
『
の
。
三
一
一
Ｃ
算
の
一
（
６
－
の
⑫
．
（
缶
の
一
己
凶
狛
）

』
ｇ
函
．
ｍ
・
函
』
［
》
三
一
の
、
の
】
の
『
・
ロ
の
言
こ
の
ｑ
の
、
三
一
一
。
こ
の
寡
。
①
『
Ｄ
Ｂ
目
畠
山
］
②
固
副
Ｃ
ａ
の
【
己
の
。
①
『
シ
ご
【
の
、
耳
目
碩
毛
の
陀
目
園
二
目
ｍ
２
ロ
一
筋
。
（
幻
◎
の
（
・
・
宍
）
．

Ｅ
ｇ
》
の
・
造
・
シ
ロ
ョ
・
を
挙
げ
る
。

（
四
）
ご
随
一
・
田
の
ロ
ー
Ｐ
シ
己
君
の
目
目
的
⑫
的
の
ロ
の
（
（
ご
シ
ロ
ョ
・
扇
）
・
念
【
な
お
、
無
効
な
法
律
行
為
は
取
消
さ
れ
え
な
い
、
と
す
る
当
時
の
支
配
的
見
解
に
臼
已
已

が
反
対
し
て
無
効
と
取
消
と
の
競
合
の
可
能
性
を
論
じ
た
の
は
一
九
一
一
年
で
あ
る
（
富
ロ
ロ
・
口
□
の
『
Ｄ
Ｃ
ロ
Ｒ
）
三
一
『
自
己
院
目
一
ョ
詞
の
、
三
・
ョ
：
の
⑪
。
。
□
の
『
の

臥
す
の
『
六
．
二
六
色
。
の
目
ご
○
。
Ｚ
】
Ｃ
冨
気
丙
の
】
芹
巨
ロ
。
シ
ｐ
Ｆ
Ｏ
頁
冨
『
宍
の
『
ご
目
司
の
⑪
厨
９
１
［
巳
の
『
ロ
の
『
｜
ご
①
『
］
ロ
ュ
の
牙
。
ゴ
の
。
『
禺
巨
一
匪
〔
【
二
『
可
の
ａ
】
口
目
ロ
『
ｏ
皀
三
囚
『
，

三
百
目
日
〔
邑
口
［
且
巴
律
ヨ
ュ
的
の
。
□
。
【
８
ユ
ご
亘
一
凹
巨
ョ
｜
ご
臣
・
）
。

（
別
）
⑫
冨
且
ヨ
油
の
７
ロ
ー
］
Ｓ
の
『
．
【
ｏ
Ｂ
Ｂ
の
ロ
白
『
Ｅ
Ｂ
ｍ
ご
『
旧
の
『
辱
◎
冨
已
の
③
⑪
旦
呂
巨
昌
ヨ
ー
（
因
ヨ
『
（
】
。
『
目
的
⑩
、
①
の
①
訂
ご
己
三
の
己
の
目
の
ｍ
の
→
園
の
Ｐ
国
旦
』
・
少
一
一
ｍ
中

日
臼
口
の
『
『
の
一
一
》
一
砲
・
シ
ー
』
二
・
一
召
Ｐ
⑫
］
】
の
幻
二
コ
・
］
Ｐ
の
．
圏
鱒
石
口
旨
ロ
ロ
〔
ｌ
餌
の
旨
『
】
Ｃ
房
・
句
皀
『
い
の
『
］
冒
す
ｇ
ｏ
の
碗
の
冒
す
ロ
、
戸
盆
．
シ
こ
『
一
・
’
一
℃
忠
》
⑨
】
扇
幻
。
□
・
←
。
ｍ
・
己
一

句
盲
ョ
の
．
シ
一
一
晩
の
目
の
旨
の
『
弓
の
曰
一
○
の
②
ロ
旨
、
の
『
一
一
呂
目
冗
句
Ｃ
三
“
・
国
Ｑ
・
函
・
ロ
ロ
の
幻
の
、
三
ｍ
ｍ
の
の
◎
颪
津
上
・
』
巨
酋
・
・
』
垣
紹
．
⑫
・
圏
Ｃ
》
の
蝉
Ｃ
丙
の
【
（
宛
の
。
．
）
‐
【
日
日
閂
・
冨
ロ
ョ
ー

呂
自
の
『
【
Ｃ
ヨ
ョ
の
口
薗
『
目
曰
閏
『
ぬ
の
『
－
－
９
の
ロ
の
①
の
の
［
Ｎ
ｇ
Ｃ
戸
田
・
』
し
一
一
館
の
目
の
旨
の
『
『
の
一
一
・
』
・
鈩
巨
Ｐ
】
①
畠
．
⑰
］
］
の
召
。
」
四
・
印
・
忠
③
凸
・
の
『
ぬ
の
－
１
匹
の
（
の
目
の
三
・

国
毎
『
い
の
１
－
９
の
⑪
Ｃ
の
胃
百
日
ロ
ヨ
ョ
芦
国
。
『
啓
２
．
ｍ
い
ぬ
の
②
の
目
自
Ｑ
ｚ
の
す
の
口
銅
の
⑫
の
高
の
Ｐ
図
・
閂
．
ご
－
ｍ
の
目
の
】
口
の
『
曰
国
艮
国
・
少
巨
［
一
・
・
一
ｇ
少
迩
］
］
⑤
詞
二
コ
．
］
】
・
⑪
・
畠
》

」
目
の
目
気
（
田
『
の
、
）
‐
］
画
巨
の
『
ロ
『
い
ロ
ロ
【
館
の
島
呂
の
⑭
の
爵
の
－
８
口
、
戸
①
．
シ
具
一
，
．
］
垣
ｇ
》
印
・
狸
『
・

（
則
）
の
。
の
『
猶
の
｝
Ｉ
津
の
詩
【
曰
の
三
（
冒
し
ロ
日
・
巴
）
．
⑫
』
扇
召
己
』
］
．
ｍ
・
葛
．
た
だ
し
、
エ
の
『
の
『
ョ
の
三
は
、
「
強
迫
の
場
合
に
は
一
一
六
条
二
文
の
要
件
は
一
般
に
認

め
ら
れ
え
な
い
。
表
示
の
効
力
に
関
す
る
決
定
は
原
則
と
し
て
表
意
者
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
」
（
習
扇
目
。
」
］
・
印
・
認
〉
、
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
犯
）
⑫
国
巨
。
ご
ｍ
の
７
つ
一
一
○
三
の
『
（
ヨ
ン
ロ
ョ
．
ｇ
）
》
⑰
臣
①
宛
ロ
ロ
。
ご
・
②
麗
画
・

（
鋼
）
」
目
の
『
己
写
］
目
の
『
已
飼
（
ご
レ
ロ
ョ
・
巴
）
・
印
・
鼠
同
旨
、
ェ
・
－
号
目
の
「
（
ヨ
ン
ゴ
ョ
」
『
）
．
、
．
］
画
］
（
・

（
型
）
【
○
コ
｜
の
『
雪
の
（
且
一
の
二
号
の
『
言
の
ご
一
口
】
『
の
⑪
の
『
『
ｇ
一
○
口
目
。
の
冒
巨
一
ｍ
ご
ｏ
Ｐ
】
貝
］
：
『
ｇ
●
蔦
『
『
ご
『
口
冒
Ｃ
Ｏ
的
曰
呉
弄
烏
ゆ
ず
２
二
臨
目
『
○
ヨ
ー
⑫
○
す
の
。
邑
目
□
の
巳
，

の
Ｓ
の
ロ
ャ
ュ
ご
呉
『
の
。
三
の
一
因
・
］
の
》
扇
。
》
の
．
①
鳶
已
の
『
の
．
．
こ
の
す
の
『
□
の
ロ
ゴ
筥
の
口
百
勺
１
く
ｇ
『
の
、
三
・
一
貝
］
：
『
ｇ
ｏ
。
①
『
〔
口
『
＆
の
□
。
、
曰
凹
鼻
。
の
⑩
。
①
目
的
の
。

『
○
ヨ
ー
の
ｇ
の
。
臣
。
色
こ
の
巳
⑫
ロ
ゴ
の
コ
ャ
ユ
ぐ
ｇ
『
の
、
三
ｍ
一
ｍ
ロ
・
畠
》
】
雷
Ｐ
⑫
』
や
鱒
口
の
『
の
．
》
Ｆ
の
冒
す
巨
呂
□
の
②
、
ご
『
ぬ
の
『
］
】
Ｃ
ぽ
の
皀
幻
の
。
三
Ｐ
、
堅
．
』
・
缶
一
一
硬
の
目
の
旨
の
『
『
の
一
一
・
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〈
町
）
ロ
ロ
ロ
ー
幻
の
幻
病
Ｉ
Ｚ
－
の
一
四
．
ｇ
Ｏ
ｍ
⑪
国
邑
『
、
の
『
一
一
○
コ
の
⑦
①
の
①
冒
す
臣
◎
す
曰
】
（
ワ
の
②
Ｃ
ｐ
Ｑ
の
忌
国
の
『
二
．
丙
の
】
Ｃ
三
】
ぬ
巨
口
、
。
①
『
幻
の
◎
頁
の
□
『
の
、
す
こ
口
晒
Ｑ
の
⑪
幻
の
】
◎
ず
⑫
頤
⑩
ユ
、
，

ゴ
（
の
■
。
。
□
の
⑩
口
巨
口
旦
の
⑰
晩
の
『
一
◎
す
【
の
す
。
【
の
②
マ
ロ
ロ
」
３
＄
②
興
亜
］
」
⑦
宛
。
ｐ
．
ｍ
．
の
．
］
『
四
・

（
犯
）
し
【
１
口
の
、
Ｉ
起
囚
『
（
・
【
。
ｐ
】
日
の
口
薗
『
Ｎ
Ｅ
ヨ
ロ
ご
日
の
『
－
－
，
コ
の
己
。
の
⑪
の
冒
す
ロ
ロ
ゴ
・
国
二
・
一
》
シ
一
一
ｍ
の
ヨ
の
言
の
『
弓
の
『
］
。
】
患
『
・
函
巨
②
幻
。
□
・
←
。
⑫
．
』
９
．

（
羽
）
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
エ
の
ロ
］
の
。
ご
◎
『
の
冨
一
一
目
恩
Ｉ
巨
己
二
三
一
］
の
。
②
号
の
。
『
一
の
（
ヨ
シ
目
］
・
『
）
己
の
『
⑪
。
》
シ
ロ
ミ
の
目
目
頭
、
函
の
豆
の
（
（
旨
鈩
目
】
・
】
⑫
）
は
ロ
⑭
．
．

Ｆ
：
『
９
９
号
鞭
巴
『
ぬ
の
『
－
－
，
コ
の
。
幻
の
◎
三
⑩
．
シ
一
一
曲
の
ョ
の
旨
の
『
目
凰
］
．
』
①
呂
岡
松
・
前
掲
註
（
８
）
『
法
律
行
爲
論
全
』
’
四
一
一
頁
（
註
五
）
を
主
と
し
て
参
照

』
②
ｇ
⑫
．
怠
『
・
同
旨
、
『
の
、
］
．
□
一
の
三
三
の
。
⑪
の
【
匡
胃
目
、
一
ヨ
ヨ
ゴ
９
ヶ
の
⑪
国
且
の
□
の
の
宛
の
。
頁
の
、
①
の
Ｃ
颪
｛
（
の
旨
呂
Ｑ
の
目
冒
『
油
の
『
］
－
８
の
ご
○
の
②
の
冨
目
Ｃ
琶
旨
『

ロ
ロ
②
□
の
巨
一
の
●
す
の
冗
凰
Ｃ
戸
畠
垣
や
・
印
’
］
⑭
，

（
躯
）
○
の
耳
ョ
少
。
。
》
、
ご
『
頭
の
『
二
◎
す
の
②
Ｃ
の
⑪
の
同
ワ
Ｅ
Ｃ
戸
』
一
一
曲
の
ョ
の
旨
の
『
『
①
】
】
・
閨
・
缶
巨
色
．
．
』
召
『
・
叩
・
ミ
①
．

（
鯛
）
函
。
一
旦
の
『
．
【
ｏ
ヨ
ロ
〕
の
ロ
白
『
凶
目
］
シ
一
一
ｍ
の
日
の
冒
呂
『
す
の
一
一
口
の
⑪
因
回
『
碩
図
二
目
目
。
の
、
の
肩
ｇ
ｏ
。
の
》
］
ｇ
Ｐ
切
・
園
。
・
同
旨
、
で
一
目
。
【
－
句
一
目
》
【
◎
ヨ
ョ
の
ご
言
『

Ｎ
巨
自
］
国
邑
甸
胞
の
『
二
○
二
の
己
の
⑦
ｍ
の
訂
す
□
◎
す
。
①
丘
切
〔
国
口
三
す
『
色
。
晩
い
晩
の
の
①
百
一
国
。
。
」
マ
シ
ニ
顕
の
曰
の
ヨ
の
『
曰
の
一
一
含
』
・
少
昌
｝
・
」
①
』
②
一
ｍ
・
騨
冒
》
の
已
匡
Ｃ
一
口
砲
の
『
１
（
〉
Ｃ
一
口
砲
・
宍
。
ヨ
ヨ
ロ
ョ
‐

白
『
Ｎ
ロ
ョ
ロ
ロ
『
い
の
『
一
一
ｏ
ゴ
の
。
Ｃ
の
ｍ
の
目
ワ
ニ
ロ
ゴ
ョ
】
【
国
ロ
旨
可
２
回
顕
⑪
胸
の
⑫
の
旨
巨
邑
。
ｚ
の
す
の
己
陶
の
⑪
の
肩
の
Ｐ
ロ
ロ
』
・
少
］
｝
胸
の
曰
の
ヨ
の
『
弓
の
一
一
つ
臣
・
尹
巨
｛
一
・
・
］
垣
ヨ
。
⑫
】
＆
幻
二
コ
．

（
釦
）
函
の
ゴ
］
の
に
よ
れ
ば
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
場
合
、
表
意
者
は
意
思
を
欠
い
て
い
る
の
で
法
律
効
果
を
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
希
望
〈
四
・
【
ず
目
昶
）

し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
『
。
『
⑫
【
の
一
盲
目
、
の
ｌ
巨
口
ロ
三
三
の
ロ
⑩
Ｓ
８
１
の
〔
ヨ
シ
ョ
ョ
・
『
〕
・
印
．
ニ
ヨ
ン
ョ
ミ
の
ゴ
ロ
ニ
コ
的
⑩
い
の
亘
①
｛
〔
ヨ
シ
ロ
ョ
・
扇
〕
．
ｍ
・
田
・
）
。

（
則
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
も
ま
た
、
「
意
思
教
説
」
（
一
二
三
の
ロ
の
。
。
函
曰
四
）
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
例
外
視
し
て
い
る
（
富
。
戸
ざ
の
目

旦
の
ョ
向
コ
ョ
ヨ
ニ
熟
の
①
ヨ
の
⑪
□
ご
『
ぬ
の
ユ
旨
ず
の
ロ
の
①
の
の
百
ヶ
色
◎
ロ
の
、
｛
身
。
③
の
ロ
の
具
⑫
●
す
の
宛
の
一
○
戸
口
Ｑ
」
・
湯
］
一
ｍ
の
曰
の
旨
の
『
‐
曰
す
の
一
一
・
エ
ョ
ニ
ー
。
。
の
シ
屋
⑩
、
■
す
の
．
］
ｇ
Ｐ
の
．

』
＄
算
三
巨
的
Ｓ
ｐ
ｂ
－
の
砲
の
切
回
日
（
の
ロ
冒
凹
旨
１
回
一
一
の
。
目
ョ
、
毎
『
ぬ
の
『
一
一
ｎ
コ
の
。
の
①
の
①
訂
ｇ
ｏ
。
ご
『
目
の
□
の
貝
の
８
の
幻
の
旨
戸
口
。
。
』
・
ロ
ロ
富
『
巨
口
、
の
頤
の
⑫
の
肩
口
ロ
ロ
乞
一
，

鴨
日
の
旨
の
『
弓
冒
一
一
・
］
霊
Ｐ
印
・
急
『
『
・
）
・
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
の
立
場
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
適
職
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
」
法

学
志
林
八
八
巻
一
号
一
二
九
～
一
三
一
頁
（
一
九
九
○
〔
平
成
二
〕
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
犯
）
『
○
厨
一
の
］
旨
己
函
ｍ
Ｉ
Ｅ
ｐ
Ｑ
二
三
一
］
の
ロ
⑪
言
の
Ｃ
ユ
の
（
ヨ
ン
コ
ョ
・
『
）
》
の
．
←
『
曇
『
》
Ｆ
の
■
『
す
こ
●
す
（
旨
シ
ロ
ヨ
・
忠
）
。
ｍ
・
田
切
・

（
鋼
）
『
ぬ
一
・
三
．
二
ぐ
の
〈
旨
シ
ロ
ョ
・
巴
）
・
の
』
＄
露
・
》
冨
巨
、
。
：
（
ご
シ
ロ
ヨ
・
臼
）
．
⑫
．
』
雪
［
・

（
鈍
）
西
の
己
の
。
『
。
『
の
｛
の
｜
旨
ロ
、
②
Ｉ
Ｅ
ｐ
Ｂ
二
言
］
｜
の
ロ
②
昼
の
。
『
一
の
（
ヨ
シ
ロ
曰
・
『
）
・
印
・
畠
］
．

（
銅
）
田
の
二
一
の
。
Ｆ
の
す
『
ケ
Ｅ
Ｃ
ゴ
（
冒
鈩
ロ
ョ
．
暗
）
・
の
・
愚
⑤
．
な
お
、
Ｆ
口
『
の
。
Ｎ
ヘ
ミ
。
］
『
。
シ
一
一
ｍ
の
ョ
の
ヨ
の
『
『
の
一
一
口
の
②
国
邑
『
胸
の
『
］
】
○
す
の
ご
宛
の
○
三
⑪
．
■
・
少
Ｅ
Ｐ
ｇ
ヨ
・
印
・
＄
の
・
は
、

強
迫
と
心
裡
留
保
〈
村
田
）

二
七
一

し
た
。

骨
』
・
ｍ
ａ
ｃ
団
。
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（
鍋
）
函
の
ロ
］
Ｐ
ぐ
。
『
②
（
の
一
一
目
的
９
色
目
言
曰
一
一
の
ロ
の
夢
の
ｏ
１
の
（
ヨ
ン
ロ
ョ
・
『
）
・
の
・
盆
］
・

（
師
）
出
目
一
の
に
よ
れ
ば
、
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
の
概
念
は
、
錯
誤
か
ら
「
●
本
来
の
心
裡
留
保
」
（
「
心
拠
留
保
（
狭
義
）
」
）
に
至
る
ま
で
の
広
い
領
域
を

包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
概
念
を
用
い
る
の
は
、
｜
方
で
「
本
’
釆
の
心
裡
留
保
」
と
の
内
的
親
近
性
を
、
他
方
で
特
に
表
示
内
容
の
錯
誤
と
の
内
的
相
違

性
を
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
示
す
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
〈
シ
コ
薯
の
且
目
、
め
い
の
豆
の
【
〔
ヨ
ン
コ
ョ
』
②
〕
・
印
・
題
～
賀
）
。

そ
こ
で
、
エ
ｇ
ｌ
Ｃ
の
挙
げ
る
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
の
事
例
中
、
強
迫
に
よ
る
場
合
以
外
の
そ
れ
を
こ
こ
で
見
て
お
く
な
ら
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

（
以
下
、
主
と
し
て
、
函
の
ゴ
ー
の
．
Ｆ
の
耳
目
。
。
〔
ヨ
ン
コ
ョ
・
患
〕
・
叩
・
旨
望
『
・
を
参
照
と
し
た
）
。

ま
ず
、
ェ
自
一
の
は
、
許
可
に
関
す
る
錯
誤
と
法
律
要
件
に
関
す
る
錯
誤
と
を
挙
げ
る
。
前
者
の
例
は
、
現
←
打
法
に
よ
れ
ば
贈
与
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
と
誤

解
し
た
場
合
で
あ
る
。
後
者
の
例
は
、
そ
の
法
律
行
為
が
法
律
違
反
あ
る
い
は
要
式
行
為
で
あ
る
と
誤
解
し
た
場
合
（
客
観
的
要
件
に
関
す
る
錯
誤
）
、
行
為

能
力
、
代
理
権
、
処
分
権
が
な
い
も
の
と
誤
解
し
た
場
合
（
主
観
的
要
件
に
関
す
る
錯
誤
）
で
あ
り
、
所
有
権
に
関
す
る
錯
誤
（
の
『
『
・
『
盲
目
旦
已
。
）
が
特

に
そ
う
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
、
そ
の
行
為
が
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
表
示
受
領
者
と
の
間
で
合
意
し
た
、
と
表
意
者
が
誤
解
し

た
と
き
に
は
、
意
思
表
示
と
し
て
の
意
味
に
関
す
る
錯
誤
の
問
題
と
し
て
無
効
と
処
理
す
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
行
為
が
効
力
を
有
し
な

い
こ
と
に
つ
い
て
表
示
受
領
者
が
知
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
表
意
者
が
前
現
蘋
じ
た
場
合
に
は
、
表
意
者
の
意
味
ま
た
は
内
容
に
関
す
る
錯
誤
の
問
題
と
は

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
表
示
意
思
が
存
在
し
、
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
、
「
●
本
来
の
心
裡
留
保
」
と
親

次
に
、
表
意
者
に
お
い
て
相
手
方
が
承
諾
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
契
約
の
申
込
を
し
た
（
例
え
ば
、
注
文
主
が
実
際
に
希
望
す
る
量
よ
り
も
遙
か

に
大
過
に
注
文
し
た
）
場
合
を
挙
げ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
表
示
意
思
が
存
在
し
、
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
本
来
の

心
裡
留
保
」
と
親
近
性
を
有
す
る
、
と
さ
れ
る
。

近
性
を
有
す
る
、
と
さ
れ
る
。

と
す
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
七
二

「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
の
場
合
に
は
、
表
意
者
が
相
手
方
を
欺
岡
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
表
意
者
よ
り
も
む
し
ろ
相
手
方
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と

し
て
、
「
受
領
者
は
、
表
意
者
の
欺
岡
の
意
図
を
知
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
表
意
者
の
言
質
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
う
し
て
、
Ｅ
『
の
目
は
、
同
書
の
六
版
（
】
の
忠
）
・
の
．
酉
団
・
に
お
い
て
、
「
法
律
が
こ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
な
い
の
は
、
『
意
思
主
義
』
の
影
響
を
受
け
た
も

の
と
歴
史
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
栗
生
武
夫
『
法
の
変
動
」
三
八
四
頁
〈
岩
波
書
店
、
初
版
二
刷
〔
一
刷

は
一
九
三
七
〈
昭
和
一
二
〉
年
〕
、
一
九
四
九
〔
昭
和
二
四
〕
年
）
は
、
「
心
裡
留
保
も
時
と
し
て
は
表
示
を
無
效
に
さ
せ
る
破
壇
力
を
も
つ
の
で
、
『
無
効
』

を
極
度
に
恐
れ
る
現
代
の
法
律
蕊
は
－
１
意
識
的
に
域
ひ
は
無
意
識
的
に
ｌ
心
裡
留
保
の
観
念
の
局
限
化
懇
計
り
、
抗
辮
発
生
の
余
地
を
少
な
か
ら
し
め
ん
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（
⑫
）
雷
Ｃ
己
Ｐ
こ

れ
）
梅
謙
次
郎

治
三
八
〕
年
）
。

（
い
）
西
の
。
’
⑩
ご
ｏ
『
響
の
一

（
ヨ
シ
ロ
ヨ
・
函
②
）
・
の
・
侭
⑰
。

以
上
、
四
の
こ
の
の
い
わ
ゆ
る
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
の
事
例
を
見
て
き
た
が
、
エ
の
。
｜
の
に
よ
れ
ば
、
「
本
来
で
な
い
心
裡
留
保
」
は
、
「
本
来
の
心
裡
留

保
」
よ
り
も
頻
度
と
し
て
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
説
か
ら
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

（
犯
）
西
の
二
一
⑪
ご
ｃ
『
⑰
〔
Ｃ
一
百
口
炳
砂
Ｉ
ロ
ロ
ロ
三
三
一
一
の
。
“
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ユ
の
（
ご
シ
己
【
己
．
『
）
・
印
・
『
算
旦
の
『
の
・
・
シ
ロ
ミ
の
ｐ
Ｑ
Ｅ
己
館
⑪
、
の
豆
の
（
（
旨
レ
ロ
ョ
」
②
）
。
⑫
・
団
〔
・

（
鍋
）
国
の
昌
一
Ｐ
Ｆ
の
彦
『
す
巨
、
す
（
ご
シ
コ
ョ
・
患
）
・
印
・
閏
『
『
・

（
釦
）
出
の
口
一
の
》
シ
ョ
ョ
の
己
目
碩
猪
の
ロ
の
（
（
】
口
シ
ロ
ョ
」
函
）
・
め
・
豊
丘
の
『
②
．
．
Ｆ
の
耳
目
・
戸
⑫
・
層
⑭
（
ヨ
ン
コ
ョ
．
ｇ
）
。
な
お
、
出
の
ロ
｝
の
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
有

効
性
を
不
道
徳
と
結
び
つ
け
て
い
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
ご
Ｃ
『
の
（
①
一
］
目
、
⑫
１
巨
且
二
三
の
冒
言
の
○
二
の
（
旨
シ
ロ
［
目
『
）
．
、
．
、
島
・
参
照
。

（
い
）
西
の
。
’
の
．
ご
ｏ
『
響
の
一
一
一
』
。
、
の
Ｉ
臣
コ
ロ
ミ
ー
ー
ー
の
。
⑪
ヨ
の
。
『
一
の
（
一
ゴ
ン
コ
ョ
・
『
）
車
⑫
．
』
『
呼
口
の
『
、
・
・
シ
コ
ミ
の
口
曰
』
。
ぬ
ゅ
、
の
豆
の
芹
（
ヨ
ン
ゴ
ョ
』
②
〉
・
叩
・
望
》
□
の
『
い
，
．
Ｆ
の
宮
『
す
巨
。
二

（
蛆
）
松
波
仁
一
郎
・
二
保
亀
松
・
仁
井
田
益
太
郎
『
帝
國
民
法
正
解
第
壷
巻
』
六
○
四
頁
（
日
本
法
律
学
校
、
訂
正
再
版
〔
初
版
は
一
八
九
六
〈
明
治
二
九
〉

年
〕
、
一
八
九
八
〔
明
治
三
一
〕
年
）
。

（
仰
）
嘉
山
幹
一
『
民
法
總
論
』
二
四
一
頁
（
巌
松
堂
野
店
、
九
版
〔
初
版
は
一
九
二
○
〈
大
正
九
年
〉
〕
、
一
九
二
七
〔
昭
和
二
〕
年
）
。
同
旨
、
同
「
強
迫
二

因
ル
不
興
意
表
示
ノ
效
力
如
何
」
法
学
新
報
二
四
巻
一
号
八
二
～
八
三
頁
（
一
九
一
四
〔
大
正
三
〕
年
）
。
こ
の
立
場
を
採
る
そ
の
他
の
学
説
と
し
て
、
例
え

ば
、
三
潴
信
三
『
民
法
總
則
提
要
第
三
冊
』
一
一
一
七
一
頁
（
有
斐
閣
、
五
版
〔
初
版
は
一
九
一
一
一
〈
大
正
一
○
年
〉
〕
、
’
九
二
五
〔
大
正
一
四
〕
年
）
、
同
『
全

訂
民
法
總
則
提
要
下
巻
』
三
三
二
頁
（
有
斐
閣
、
一
一
版
〔
初
版
は
一
九
一
一
一
〈
大
正
一
○
〉
年
〕
、
一
九
三
四
〔
昭
和
九
〕
年
）
、
中
村
萬
吉
「
日
本
民
法
論

總
則
篇
』
一
五
○
頁
・
’
六
三
頁
（
早
稲
田
法
制
学
会
、
’
九
二
一
一
〔
大
正
一
一
〕
年
）
、
中
島
毅
『
民
法
總
論
』
三
九
八
頁
（
巌
松
堂
書
店
、
五
版
〔
初
版

は
一
九
二
○
〈
大
正
九
〉
年
〕
、
’
九
二
五
〔
大
正
一
四
〕
年
）
、
中
島
弘
道
『
民
法
通
論
』
一
五
○
頁
（
清
水
書
店
、
’
九
二
五
〔
大
正
一
四
年
］
、
同
『
民

法
總
則
物
櫛
法
論
』
一
五
○
頁
（
清
水
響
店
、
三
版
〔
初
版
は
一
九
二
五
〈
大
正
一
四
〉
年
〕
、
一
九
二
八
〔
昭
和
三
〕
年
）
、
石
田
文
次
郎
『
現
行
民
法
總

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
七
三

一
九
九
七
〔
平
成

（
翌
岩
田
新
『
民

〔
大
正
一
四
年
二
。

（
“
）
梅
・
前
掲
註
（
鯛
）
百

一
九
九
七
〔
平
成
九
〕
年
）
。

岩
田
新
『
民
法
總
則
新
論
』
四
九
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
四
一
〔
昭
和
一
六
〕
年
）
。
同
旨
、
同
『
日
本
民
法
總
論
』
二
九
七
頁
（
同
文
館
、
一
九
二
五

雷
Ｃ
ｐ
－
Ｐ
シ
ロ
ミ
の
ご
○
巨
皀
頭
⑪
胸
。
豆
の
←
（
ヨ
ン
ロ
ヨ
・
」
②
）
。
、
．
ｇ
［

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
一
總
則
編
』
二
三
九
頁
（
法
政
大
学
・
有
斐
閣
瞥
房
、
二
四
版
〔
初
版
は
一
八
九
六
〈
明
治
二
九
〉
年
〕
、
一
九
○
五
〔
明

『
民
法
要
義
巻
之
一
総
則
』
’
’
三
九
・
一
一
三
七
頁
。
同
旨
、
小
林
一
俊
・
吉
田
豊
『
民
法
総
則
」
三
二
四
頁
（
小
林
）
（
酒
井
書
店
、
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（
鍋
）
な
お
、
Ｃ
の
耳
目
口
目
（
旨
鈩
ロ
日
・
鴎
）
、
。
②
『
①
・
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
閂
の
畠
（
旨
シ
ロ
ヨ
・
農
）
の
頁
数
は
②
・
巨
⑭
と
表
記
さ
れ
て
恐
ら
く
の
．
Ｅ
の
誤

植
と
思
わ
れ
る
が
、
鳩
山
・
前
掲
註
（
皿
）
『
法
律
行
爲
乃
至
時
效
』
一
○
七
頁
に
お
い
て
も
同
様
に
房
旦
》
言
】
－
－
８
ｍ
の
『
匡
嘩
『
目
、
．
⑫
』
屋
と
な
っ
て
い
る
。

（
団
）
蝋
山
・
前
掲
註
愈
）
『
法
律
行
爲
乃
至
時
效
」
一
○
七
頁
。

（
弱
）
鳩
山
・
前
掲
註
（
堅
『
法
律
行
爲
乃
至
時
效
』
’
○
七
～
一
○
八
頁
。

（
妬
）
た
だ
し
、
崖
の
巳
の
の
学
説
は
早
く
か
ら
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
岡
松
・
前
註
（
８
）
『
法
律
行
爲
論
全
」
一
一
一
○
頁

（
註
二
五
）
は
、
「
ェ
の
こ
の
ノ
著
述
ハ
研
鏑
ヲ
積
ミ
努
カ
ヲ
重
ネ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
諸
種
ノ
黙
二
於
テ
意
思
表
示
ノ
理
論
ヲ
深
遠
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
ノ
功
績
ハ
没
ス

ヘ
ヵ
ラ
ス
」
、
と
述
べ
、
ま
た
、
栗
生
・
前
掲
註
（
弱
）
「
法
の
変
動
』
一
一
一
八
四
頁
は
、
心
裡
留
保
の
意
味
が
「
餌
３
－
の
出
ヨ
ロ
の
『
・
エ
○
一
□
の
『
ら
の
力
に
よ
り
明

か
と
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
訂
）
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
対
し
て
九
四
条
一
項
を
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
主
張
し
た
の
は
、
須
永
・
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
総
則
要

論
』
一
七
七
頁
、
同
．
前
掲
註
（
６
）
『
新
訂
民
法
総
則
要
論
」
一
七
六
頁
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
従
い
つ
つ
、
悪
意
の
み
な
ら
ず
悪
意
と
同
一
視
さ
れ
う
る

あ
る
。

（
銘
）
帥

年
）
。

（
鍋
）
←

と
述
べ
る
。

（
蛆
）
穂
欄

輌
）
穂
積

師
）
穂
積

（
副
）
穂
欄

、
）
穂
欄
（
重
）
・
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
論
下
巻
』
三
八
～
四
一
頁
、
同
．
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
則
』
二
六
八
～
二
七
○
頁
。

函
）
穂
積
（
重
）
・
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
論
下
巻
』
五
三
～
五
四
頁
、
同
．
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
則
』
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

型
穂
積
（
重
〉
・
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
則
』
一
一
八
七
頁
。
同
旨
、
同
．
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
論
下
巻
』
五
七
頁
。

皿
）
穂
欄
（
重
）
・
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
則
』
三
一
九
頁
。
同
旨
、
同
．
前
掲
誌
（
６
）
『
民
法
總
論
下
巻
』
八
一
～
八
二
頁
。
な
お
、
同
博
士
は
、
「
立
法

論
と
し
て
は
強
迫
に
よ
る
単
樹
虚
偽
表
示
の
效
力
を
も
明
か
に
規
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
（
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
總
論
下
巻
』
八
二
頁
）
、
と
述
べ
た
こ
と
が

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
七
四

論
』
三
七
七
頁
（
弘
文
堂
書
房
、
六
版
〔
初
版
は
一
九
三
○
〈
昭
和
五
〉
年
〕
、
’
九
三
五
〔
昭
和
一
○
〕
年
）
、
近
藤
英
吉
『
註
鐸
日
本
民
法
（
總
則
編
』
三

五
一
頁
（
巌
松
堂
瞥
店
、
訂
正
再
版
〔
初
版
は
一
九
三
二
〈
昭
和
七
〉
年
〕
、
’
九
三
四
〔
昭
和
九
〕
年
）
、
沼
義
雄
『
総
合
日
本
民
法
論
（
５
）
』
一
一
一
一
五
頁

〈
巌
松
堂
書
店
、
’
九
三
六
〔
昭
和
一
一
〕
年
）
。
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
薬
師
寺
志
光
『
改
訂
日
本
民
法
総
論
新
講
』
五
二
八
頁
（
註
二
）
（
明
玄
書
房
、

四
刷
二
刷
は
一
九
七
○
〈
昭
和
四
五
〉
年
〕
、
一
九
七
五
〔
昭
和
五
○
〕
年
）
は
、
「
被
強
迫
者
が
強
迫
の
た
め
余
儀
な
く
、
そ
の
法
律
価
値
を
有
す
る
行
為

た
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
真
意
で
な
い
意
思
表
示
を
し
た
場
合
は
、
事
情
に
依
り
九
三
条
但
書
の
適
用
に
よ
り
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
る
」
（
傍
点
は
原
文
）
、

鳩
山
秀
夫
「
法
律
行
爲
乃
至
時
效
分
冊
第
こ

一
○
七
頁
（
巌
松
堂
笹
店
、
二
版
〔
初
版
は
一
九
一
○
〈
明
治
四
三
〉
年
〕
、
一
九
一
一
〔
明
治
四
四
〕
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（
副
）
須
永
・
前
掲
註
（
６
）
「
新
訂
民
法
総
則
要
論
』
二
三
三
頁
参
照
。

、
）
な
お
、
私
見
が
現
実
の
訴
訟
の
場
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
意

図
さ
れ
た
心
裡
留
保
お
よ
び
相
手
方
の
重
過
失
よ
り
も
強
迫
を
立
証
す
る
方
が
表
意
者
に
と
っ
て
は
お
そ
ら
く
容
易
で
あ
ろ
う
か
ら
、
通
常
、
表
意
者
は
相
手

方
に
対
し
て
強
迫
を
理
由
と
し
て
当
該
の
行
為
の
取
梢
を
ま
ず
主
張
す
る
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
表
意
者
が
強
迫
の
事
実
を
立
証
し
え

た
と
し
て
も
、
相
手
方
が
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
を
立
証
で
き
れ
ば
そ
の
行
為
を
有
効
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
、
意
図
さ
れ
た
心
裡
留
保
を
主
張
・

立
証
す
る
の
は
実
は
相
手
方
の
方
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
表
意
者
は
、
九
四
条
一
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
相
手
方
の
悪
意
（
重
過
失
）
を
立
証

し
て
表
示
の
拘
束
力
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
相
手
方
が
強
迫
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
重
過
失
を
立
証
す
る
こ
と
が
－
－
本
文
で
述
べ
た
よ

う
に
Ｉ
極
め
て
容
易
戦
の
で
、
綾
強
迫
者
の
救
済
に
は
殆
ど
支
障
を
慧
た
す
こ
と
の
な
い
形
で
事
態
は
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
と
思
わ
れ
る
一
第
三
者

か
ら
の
強
迫
に
よ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
悪
意
〔
重
過
失
〕
の
立
証
が
被
強
迫
者
に
お
い
て
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
う
る
が
、
相

手
方
保
護
の
た
め
に
や
む
を
え
な
い
）
。
か
く
て
、
私
見
の
よ
う
に
解
し
て
も
特
段
の
不
都
合
は
現
実
の
訴
訟
の
場
に
お
い
て
生
じ
な
い
、
と
思
わ
れ
る
の
で

（
記
）
須
永
・
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
総
則
要
論
」
’
七
八
頁
、
同
・
前
掲
註
（
６
）
『
新
訂
民
法
総
則
要
論
』
一
七
六
～
一
七
七
頁
、
拙
稿
・
前
掲
註
（
６
）

『
心
裡
留
保
と
錯
誤
」
二
六
頁
、
前
掲
註
（
６
）
『
民
法
総
則
』
一
五
九
頁
。
な
お
、
動
産
取
引
に
つ
い
て
は
第
三
者
保
護
規
定
（
一
九
二
条
）
に
よ
り
無
権

利
者
か
ら
の
善
意
・
無
過
失
の
第
三
者
が
保
繊
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
の
有
無
が
問
題
と
な
る
の
は
主
と
し
て
不
動
産
取
引
に
お
い
て

ａ
）
た
だ
し
、
表
意
者
が
外
形
を
除
去
し
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
放
圃
し
た
場
合
に
は
九
四
条
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
他
）
例
え
ば
、
須
永
・
前
掲
註
（
６
）
「
民
法
総
則
要
論
』
二
三
一
～
一
一
三
三
頁
、
同
・
前
掲
註
（
６
）
『
新
訂
民
法
総
則
要
論
』
二
三
四
～
二
三
五
頁
、
近
江

幸
治
『
民
法
講
義
Ｉ
〔
民
法
総
則
〕
」
二
七
三
～
一
一
七
四
頁
（
成
文
堂
、
第
二
版
補
訂
版
〔
初
版
は
一
九
九
一
〈
平
成
一
一
一
〉
年
〕
、
’
九
九
六
〔
平
成
八
〕
年
）
〕
、

な
ど
。
ま
た
、
直
接
に
は
錯
誤
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
が
、
小
林
一
俊
『
錯
誤
法
の
研
究
』
一
九
八
頁
以
下
（
酒
井
醤
店
、
一
九
八
六
〔
昭
和
六
二
年
）
、

同
「
錯
誤
論
の
問
題
点
（
三
．
完
）
」
法
学
教
室
一
二
六
号
二
三
～
二
四
頁
（
一
九
九
一
年
〔
平
成
三
〕
年
）
、
椿
寿
夫
「
錯
誤
無
効
と
詐
欺
取
消
の
関
係
」
広

島
法
学
一
○
巻
三
号
二
二
頁
以
下
（
一
九
八
七
〔
昭
和
〕
年
）
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
既
に
、
舟
橋
諜
一
「
意
思
表
示
の
錯
誤
－
－
民
法
第
九
十
五
峰

の
理
論
と
判
例
」
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
十
周
年
記
念
法
学
論
文
集
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
〔
昭
和
一
二
〕
年
）
七
五
頁
は
、
無
効
を
公
益
的
無
効
と
私

強
迫
と
心
裡
留
保
（
村
田
）

二
七
五

法
総
則
」
’
五
八
頁
で
あ
る
。

重
過
失
あ
る
相
手
方
と
の
関
係
で
も
無
効
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
、
拙
稿
・
前
掲
註
（
６
）
『
心
裡
留
保
と
錯
誤
』
二
四
頁
、
前
掲
註
（
６
）
『
民

あ
る
。

で
あ
る
。
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（
後
記
）

三
〕
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
区
須
永
・
前
掲
註
（
６
）
『

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
二
号

二
七
六

益
的
無
効
と
に
区
別
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。

（
田
）
ド
イ
ツ
で
は
、
強
迫
を
理
由
と
す
る
取
梢
は
除
斥
期
間
（
強
迫
の
止
ん
だ
時
か
ら
一
年
、
意
思
表
示
を
な
し
た
時
か
ら
三
ｏ
年
ｌ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
四
条
）

に
服
し
、
無
効
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
は
三
○
年
の
経
過
に
よ
り
消
滅
時
効
に
か
か
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
条
一
項
・
’
九
五
条
．
九
○
二
条
）
。
し
た
が
っ
て
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
強
迫
を
理
由
と
す
る
取
消
の
除
斥
期
間
を
経
過
し
た
後
に
、
意
図
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
心
裡
留
保
を
理
由
と
す
る
無
効
の
主
張
を
表

意
者
に
認
め
る
必
要
は
全
く
な
い
、
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
ｃ

（
“
）
例
え
ば
、
川
島
武
宜
編
『
注
釈
民
法
③
』
二
四
二
頁
〔
下
森
定
〕
（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
〔
昭
和
四
八
〕
年
）
。

扇
）
た
だ
し
、
意
思
表
示
の
不
存
在
を
理
由
と
す
る
無
効
と
強
迫
を
理
由
と
す
る
取
梢
と
の
競
合
問
題
は
残
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
須
永
醇
「
強
迫
に
よ
る

意
思
表
示
」
星
野
英
一
・
平
井
宣
雄
編
『
民
法
判
例
百
選
Ｉ
総
則
・
物
権
』
五
五
頁
（
有
斐
閣
、
三
版
、
一
九
八
九
〔
平
成
元
〕
年
）
参
照
。

（
髄
）
舟
橋
（
新
）
説
に
関
し
て
は
、
舟
橋
諄
一
・
須
永
醇
「
錯
誤
に
お
け
る
『
真
意
」
に
つ
い
て
」
法
学
志
林
八
九
巻
一
号
五
三
頁
以
下
二
九
九
一
〔
平
成

拙
稿
は
、
須
永
先
生
の
ご
退
職
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
投
稿
し
た
も
の
で
す
が
、
大
学
院
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
私
に
対
し
て
辛
抱
強
く
法
律
学
を
教

授
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
私
に
対
し
て
意
思
表
示
論
お
よ
び
能
力
論
を
中
心
に
法
律
学
の
指
導
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
今
で
は
私
の
賀
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

『
新
訂
民
法
総
則
要
論
」
一
七
四
頁
＊
＊
。
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